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巻 頭 ご 挨 拶 

 

岡山大学研究推進産学官連携機構機構長 山本進一 

 

機構長に就任して実質的な１年目にあたる 2012年度（平成 24年度）は，機構の活動が目に見える形で

進んだ１年であったと言えます。 

まず産学官連携活動では，尾本教授が中国経済産業局に帰任され，4 月 1 日に新たに大原教授が副機構

長として就任されました。2件の新技術説明会も盛況で，共同研究に結びついた案件もありました。三井造

船や産業技術総合研究所との包括連携協定に基づく研究活動も順調に進んでおり，新しいステージへ発展

しようとしています。展示会等への戦略的出展支援として本年も 3 件の展示会に出展と支援を行いました

が，いずれのブースやセミナーでも盛況で今後も積極的に進めていくことを大学執行部に承認されていま

す。「岡山大学知恵の見本市」は藤原准教授の努力により岡山大学を代表する催しに発展し，昨年度にも増

して盛況でした。懸案であった「さんさんコンソ」活動も渡邊教授の周到な配慮と準備により自立化の目

途を立てることが出来ました。 

社会人教育活動も本機構の重要なミッションです。産学官融合センターによる MOT研修会と振動技術教

育について実質的に価値の高い活動をしています。今後は，その内容を見直しながら継続する方向で進め

ていきたいと思います。 

研究推進支援活動については，特筆すべきは大型研究費の獲得です。科学研究費補助金特別推進研究や

JSTのCREST等の申請支援はその最たるもので，野木本部長を始めとする関係者の貢献は大きかったと言え

ます。今後は，この科研費の申請率と採択率を目に見える形で高めるための施策を進めたいと思います。

新医療創造支援本部については，その代表的活動であるOMIC事業が公文教授ならびに松浦教授の努力によ

り軌道に乗ってきました。次年度には目に見える成果が期待されます。 

知的財産活動については，うれしい事がありました。岡山大学の特許価値が 2分野で我が国 1位と 2位

に位置づけられました。「少数精鋭」主義を掲げて活動している知財本部の目覚ましい成果と考えています。

なお，本年度から技術移転活動は関西 TLO にもお願いすることにしましたが，順調に活動していただいて

おります。国外知的財産の移転活動・照会活動はシリコンバレー在住の千田教授によって精力的に展開さ

れており，米国・カナダで開催のコンベンションでも機構長とともに活動しました。本学の産学官連携活

動の国際化がようやく端緒についてきたと言えます。次年度はさらに積極的に推進したいと思います。知

的財産活動の課題としては特許の維持で，何らかの形で「特許の棚卸し」を考えることも必要と考えてい

ます。 

広報・啓発活動については，社会連携本部が中心になって活動してもらいました。「岡山大学サイエンス

カフェ」は参加者が飛躍的に増加し，本年度末には通算35回となりました。当初から本部長を努めていた

だいた青山本部長が任期終了で退任されることになりましたが，サイエンスカフェは新たに参加証を発行

し，さらに推進することとしています。なお，かつてからの念願であった機構の紹介用のフライヤーを和

英併記で発行することができました。積極的にご活用いただければと思います。 

まだまだ書き足りない項目や活動がありますが，それらについては本年報の本体を読んでいただければ

と思います。言うまでもなく，本年報は2012年度における岡山大学研究推進産学連携機構の活動実績を中

心にまとめたものです。本機構がきわめて多様かつ仕事量の多い業務を行っている事が肌身で感じていた

だけることと思います。国からの財政支援が毎年漸減する中で，本機構の活動も絶えず見なおさなければ

なりません。コスト感覚を持って業務を進める事は当然ですが，ベストプラクティスには積極的に支援し

なければなりませんその意味では本機構の全構成員は満度以上の活動をし，多大の成果をあげています。

本年報をご覧になって，機構の１年間の活動実績を確認していただき，多くの方々からのご協力とご支援

を機構長としてこれまで以上にお願いする次第です。 



 

 

 

 

 

 

 

１．連携機構の活動方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．１ 研究推進産学官連携機構の活動方針 

 

「岡山大学研究推進産学官連携機構」は，平成 15 年（2003 年）に設置された「岡山大学研

究推進・産学官連携機構（知的財産本部）」を母体とし，平成 20年（2008 年）4 月の組織再編

により全学的な部局の一つとして設置されました。 

 当機構は，岡山大学における広範な領域の学術研究の推進を戦略的に図るとともに，研究の

成果である知的財産を組織的に管理，活用し，産学官連携により研究成果を社会に還元してい

くことを使命としています。また，地域の企業をはじめ我が国企業の国際競争力強化に貢献し，

岡山大学の研究活動を高度化・活発化していくことを目指しています。 

 これらを踏まえ，学内研究プロジェクト等の戦略的推進，知的財産の管理・活用・保護，産

学官連携の推進，地域社会との連携等を包含する全学のワンストップセンターとしての役割を

果たすべく，積極的な活動を展開することを方針としています。 

当機構は，研究推進，産学官連携，知的財産，社会連携，新医療創造支援の各本部に加え，

新技術研究センターおよび産学官融合センターの 5 本部 2 センターで構成しています。 

 大学の研究推進と産学官連携活動は相互に関連していることから，当機構では 5 本部 2 セン

ターがそれぞれの役割と業務を分担しつつ，相互に密接に連携して，岡山大学の理念と目的の

実現に向け活動しています。 

 また、平成 24 年（2012 年）9 月に新たに配置されたＵＲＡ（University Research 

Administrator）と連携し、岡山大学の研究ポテンシャルを高め、研究推進、産学官連携、知的

財産の創出と管理・活用、社会連携などの機能を強固なものとするための活動を展開していき

ます。  

 

（各本部，研究センターの活動内容） 

（１）研究推進本部 

 研究推進本部は，産業・社会情勢などの変化および学問領域の新たな発展に対応し，世界最

高水準の研究成果を生みだすべく，学部・研究科等の枠を超えた融合領域の研究をはじめとし

た岡山大学の強みとなる研究活動を創出し，高度に活性化するための、学内教員の研究活動を

支援しています。また，岡山大学の研究成果を社会に分かりやすく紹介する「サイエンスカフ

ェ」を開催しています。 

 

（２）産学官連携本部 

 産学官連携本部は，全国と中国地域の大学・産業界・支援機関等とのネットワークを強化し

つつ，幅広い産学官連携活動を積極的に展開しています。岡山大学の研究成果（研究シーズ）

を広く社会・産業界に発信し，実用化に向けた応用研究など，企業との共同研究を促進すると

ともに，企業等と大学との組織的・包括的な連携の推進や研究シーズをもとにして事業化を図

るための大学発ベンチャー企業支援を行っています。 

 また、中国地域の大学高専等の連携による産学官連携事業（通称「さんさんコンソ」）の事

務局機能を鳥取大学と協力して果たしています。 

  さらに、津島キャンパス内に（独）中小企業基盤整備機構により設置・運営されている「岡

大インキュベータ」と連携し、入居中の企業や岡大発ベンチャー企業の支援を行っています。  

                                   

（３）知的財産本部 

 知的財産本部は，本学研究者の研究成果から生まれた特許等の知的財産の創出ならびに管理

・活用・保護を行うとともに，これを産業界に移転することにより大学の知の成果を社会に還

元し，それにより得られた産業界との連携体制や対価を再び研究活動に投じて新たな研究成果

の創出につなげる活動を展開しています。 



 

 

（４）社会連携本部 

 社会連携本部は，地域・社会から大学にアクセスする際の総合窓口として様々な相談に対応

しています。また，平成 23 年 11 月に設置された岡山大学地域総合研究センターとも連携し，

効果的な社会連携を推進しています。  

 

（５）新医療創造支援本部 

 新医療創造支援本部は，本学の医工連携を促進するとともに，新医療関連の研究シーズの実

用化，事業化のための橋渡し研究の基盤強化と戦略的取り組みを推進しています。平成 23 年 4

月に設置された分子イメージングを中心とした医薬・医療機器開発，新医療創造の産学共同研

究の拠点「おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC: Okayama Medical Innovation 

Center）の活動を支援しています。 

  

（６）産学官融合センター 

 産学官融合センター（岡山市北区芳賀・岡山リサーチパーク内）は地域産業界との産学官連

携・融合活動の拠点として，共同研究スペースの提供，企業技術者の教育事業の実施（MOT：

Management of Technology・技術経営，振動技術教育）や岡山大学の研究シーズの産業界への

発信の場である「岡山大学・知恵の見本市」の開催を開催しています。また、「岡山大学研究

協力会」の事務局機能を果たしています。 

 

（７）新技術研究センター 

 新技術研究センターは，本学の教員・学生が大型プロジェクト・共同研究を推進するための

拠点施設です。テニュアトラック教員の研究推進拠点として「異分野融合先端研究コア」が置

かれ成果を挙げています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

          

 

        

 

 

 

 

      

 

           

 

 

研究推進産学官連携機構 

（津島キャンパス） 

岡山大学本部棟（右）と研究推進産学官連携機構（左） 

[産学官融合センター] 

(岡山市芳賀地区） 
[新技術研究センター] 

(津島キャンパス） 

 

[医療創造支援本部・１階] 

(鹿田キャンパス） 



 

 

 

 

 

 

 

２．産学官連携活動 

 

 

 

 

 

 





２）岡山大学新技術説明会  

 

 平成 24年 11月 9日開催の中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）による新技

術説明会に引き続き，平成 25年 1月 11日には岡山大学単独による新技術説明会を東京で開催し

ました。 

 今回の新技術説明会では，装置・デバイス，ライフサイエンス，ナノ材料・物質をキーワード

に自然科学研究科，異分野融合先端研究コアから 9件の成果発表を行い，延べ 594名の方々が聴

講しました。聴講者延べ人数は前年度の 369名に対し，大幅増員となりました。 

各発表の直後に設けた個別相談コーナーでは，技術内容の確認，技術指導，サンプル供与，共

同研究,特許実施等に関連して合計 15件の相談がありました。 

説明会の概要・プログラムを以下に示します。 

 

    開催日時：平成 25年 1月 11日（金）10：00～16：15 

    開催場所：科学技術振興機構 JST東京別館ホール（東京・市ヶ谷） 

    主  催：国立大学法人岡山大学 

         独立行政法人科学技術振興機構 

    後  援：独立行政法人中小企業基盤整備機構 

    協  力：全国イノベーション推進機関ネットワーク 

 

     

岡山大学 新技術説明会のプログラム 

発表者 所属 発 表 題 目 

永井 伊作 自然科学研究科(工) 
設計自由度が高く低コストなレーザ光点位置検出

方法 

紀和 利彦 自然科学研究科(工) 
新しいバイオイメージングツール：テラヘルツ波

ケミカル顕微鏡 

深野 秀樹 自然科学研究科(工) 
光ファイバを用いた低コスト・超高感度屈折率セ

ンサの開発 

塚田 啓二 自然科学研究科(工) 磁気を用いたスポット溶接部検査装置 

高岩 昌弘 自然科学研究科(工) 装着者の体重を利用した空気式歩行支援シューズ 

松浦 宏治 異分野融合先端研究コア 動的受精卵培養システムの臨床応用展開 

妹尾 昌治 自然科学研究科(工) 
再生医療薬としての心筋芽細胞分化誘導因子の開

発 

狩野  旬 自然科学研究科(理) 
電荷揺らぎにアシストされる新たなナノ触媒のデ

ザイン 

林  靖彦 自然科学研究科(工) 
実用化を見据えたカーボンナノホーンの応用開

発：環境やエネルギー産業分野への展開 

発表資料等の掲載場所： http://jstshingi.jp/okayama/2012/index.html 



（２）中国地域産学官コラボレーション会議への参画 

 

１）地域イノベーション創出 in しまね 

 

中国地域の産・学・官80機関が連携し，競争力のある産業集積の形成を目指す「中国地域産学

官コラボレーション会議」は，島根県松江市において，中国地域におけるイノベーション創出の

機運を一層高めるため，産学官連携活動の取組事例や地域の視点で考える産学金官連携の方向性

等を紹介するシンポジウム『地域イノベーション創出2012 inしまね』を開催しました。岡山大

学研究推進産学官連携機構からは，産学官連携本部長，他１名が参加しました。 

 

日 時 ： 平成 24年 9月 13日 13:45～17：50（交流会 18：00～19：15） 

場 所 ： くにびきメッセ３Ｆ 国際会議場 （島根県松江市学園南） 

主 催 ： 中国地域産学官コラボレーション会議，中国地域産業クラスターフォーラム 

概 要 ： 中国地域における産学官連携活動による地域経済の活性化を促進するため，「中国地 

域産学官コラボレーション会議」の参加機関や「中国地域産業クラスターフォーラ 

ム」の関係者等が一堂に集いシンポジウムを開催し，大学，企業，支援機関等から 

地域イノベーションの創出に向けた提案や活発な意見交換が行われました。 

来場者数： 約 240名 

 

内 容 ： 

（１）記念講演   

『出雲神話と医薬・看護』   国立大学法人島根大学 学長 小林 祥泰 氏 

（２）基調講演 

『産学官における地域イノベーション』 

（独）科学技術振興機構 理事長 中村 道治 氏（元（株）日立製作所 執行役副社長） 

（３）経済産業省の産業技術戦略 

『共同研究成果の実用化に向けて－技術研究組合制度の活用など－』 

経済産業省 産業技術環境局 技術振興課 課長 藤原 豊 氏 

（４）産学官連携・イノベーション創出の取り組み紹介 

①（株）コーポレーションパールスター    専務取締役 新宅 光男 氏 

② 松江エルメック（株）    代表取締役 曽田 康男 氏 

（５）パネルディスカッション 

テーマ：『地域の視点で考えるイノベーション』 

モデレーター: 島根県産業技術センター 所長 吉野 勝美 氏 

パネリスト : 

 ナカシマメディカル（株） 常務取締役 藏本 孝一 氏 

 国立大学法人山口大学 大学研究推進機構 産学公連携センター長 堤 宏守 氏 

(株) 山陰合同銀行 常務執行役員 小田 光則 氏 

(公財) 鳥取県産業振興機構 代表理事理事長 金田 昭 氏 

 

 

http://c-collabo.jp/act/img/nplan/cch24/Sympo_20120913.pdf


（３） 中国地域５大学連携事業への参画 

 

１） 化学分野における大学研究シーズ説明会 

 

本事業は，中国地域に所在する国立大学法人 5大学が協働し，平成 22年度から 3カ年で情報発

信，共同研究などの大学間連携事業を推進しているものです。その活動テーマのひとつに，「大学

間連携による共同研究の実施」（事務局：中国経済連合会・中国経済産業局）があり，これは、産

業界・社会が抱える共通的な技術課題・ニーズについて，産・学・官・支援機関で構成するメン

バーが自由に意見を交わす「意見交換会」を行い，「大学間連携に繋がる共同研究」に繋がる具体

的なテーマを抽出し，その後，公募事業等による共同研究までフォローしていく取り組みです。 

 今年度は，「機能性化学素材関連技術」をメインテーマとし，5回の意見交換会を通して総数 40

名の大学研究者からの研究シーズの紹介と，大学研究者と企業との個別面談を行いました。そし

て，意見交換会に参加した産・学・官・支援機関のメンバーからのアンケート結果を参考にして，

検討プロジェクトテーマ 5件，勉強会テーマ 1件を決め，今後取り組んでいくことになりました。 

 

【検討プロジェクトテーマ】 

  ①（木質系）バイオマスからのプラスチック調製 

  ②高分子の一次構造から高次構造までの制御による高機能・高性能材料創製 

  ③環境低負荷型プリンタブルエレクトロニクス材料開発 

  ④エコ及びバイオマテリアルとしてのポリ乳酸系樹脂の実用化研究 

  ⑤混合キシレンからＰＸを分離するセラミック多孔質膜の開発 

 

【勉強会テーマ】 

  新規な光機能性材料の開発 

 

全体意見交換会開催実績： 

 開催日時 開催場所 

第 1回 平成 24 年 11月 16日 13:30～18：30 岡山大学工学部 1号館 1Ｆ大会議室 

第 2回 平成 24 年 11月 30日 13:30～17：00 岡山大学工学部 1号館 1Ｆ大会議室 

第 3回 平成 24 年 12月  6日 14:00～17：30 岡山大学工学部 1号館 1Ｆ大会議室 

第 4回 平成 24 年 12月 20日 13:30～17：00 岡山大学工学部 1号館 1Ｆ大会議室 

第 5回 平成 25 年  1月 10日 13:30～18：30 岡山大学本部棟 6Ｆ第一会議室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 意見交換会 



２）イチ押しビジネス交流会 

 
本事業も，5大学連携事業の一環として，鳥取大学が幹事校となり，大学研究シーズの首都圏等

企業・関係機関向けへのＰＲを行うことで，新たなマッチング先の開拓など，新たな産学連携の

展開を促進することを目的に実施されました。これまで東京で開催していましたが，今年度は初

めて大阪での開催となりました。 

 
日 時：平成 25 年 2 月 15 日（金）14：30 ～ 19：00 
場 所：鳥取県関西本部交流会（大阪市北区梅田） 
主 催：鳥取大学 
共 催：島根大学，岡山大学，広島大学，山口大学 
後 援：鳥取県，中国経済産業局 
参加者：大学関係者 18 名，企業関係者 33 社 38 名，県・市関係者 19 名 

 
内容： 

鳥取大学 井藤 久雄 理事／副学長（研究担当，米子地区担当）からの挨拶に始まり，各大学

から 1 件「イチ押し」の研究シーズについてプレゼンテーションを行い，講師との質疑応答なら

びに個別面談を行いました。岡山大学からは，次世代の主導産業として期待される印刷エレクト

ロニクス分野で，樹脂基板に低温で印刷できる電気回路を形成する導電性金属ナノインクの研究

シーズを紹介しました。金原特任助教と企業との個別面談では，3 社からの技術相談に応じまし

た。 
 

講師：岡山大学異分野融合先端研究コア 特任助教 金原正幸 
 

          
発表中の金原正幸特任助教 



 
 

（４）展示会等への戦略的出展支援 

 

研究推進産学官連携機構では，研究交流部と連携し，平成 22年度から国内主要展示会への出展

を積極的に支援しています。産学連携・知的財産活用を目的とする研究成果を中心に，各種展示

会等へ戦略的に出展することにより，岡山大学の研究成果普及や技術移転を促進させ，さらには

学術研究活動のより一層の活性化を図ることを目的として実施しています。 

平成 24年度は， 4月に「BIO tech 2012 第 11回国際バイオテクノロジー展/技術会議）」，10

月に「Bio Japan 2012」，平成 25 年 1月に「nano tech 2013」 への出展支援を行いました。 

 

1）「BIO tech 2012」（ 第 11回 国際バイオテクノロジー展/国際会議 アカデミ

ックフォーラム） 

 

本展示会では，岡山大学が取り組むバイオ研究の中から，創薬，高機能医用材料・装置，植物

成分の高機能化等に関する 6件の研究成果を展示･発表しました。プレゼンテーションでは,立ち

見の出る先生もあるなど盛況でした。 

 

日 時：平成 24 年 4月 25 日（水）～4月 27日（金） 

場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明） 

主 催：リードエグジビションジャパン（株） 

参加者：10,862 名（展示会全体 3日間の来場登録者数） 

 
発表者・所属・テーマ 

発表者 所  属 出展タイトル ※ 

佐々木崇了助教 
大学院医歯薬学 

総合研究科（医） 

おかやまメディカルイノベーションセンターにお

ける抗体標識技術と GMP体制 

高橋 賢助教 
大学院医歯薬学 

総合研究科（医） 

機械刺激応答を記録可能な平面パッチクランプ装

置の開発 

神崎 浩教授 
大学院環境生命科学

研究科（農） 
オリーブ葉抽出物の微生物変換による高機能化 

佐々木健二教授 教育開発センター 
抗 VRE 活性を有する新規フラバノール誘導体の合

成研究 

沖原 巧講師 
大学院自然科学 

研究科（工） 
リン酸化プルラン含有再生再建材料の可能性 

淺沼幹人准教授 
大学院医歯薬学 

総合研究科（医） 
アストログリアを標的とする神経保護薬の開発 

※出展内容等について，次ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 

「BIO tech 2012(アカデミックフォーラム)」 展示ブース，プレゼンテーション会場 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＢＩＯ tech  2012 アカデミックフォーラム

岡山大学では，医療，創薬，動植物，環境など各種分野のバイオ研究に取り組んでいます。今回のフォーラムで
は，その中から創薬，高機能医用材料･装置，植物成分の高機能化等に関する研究成果を報告します。

In OKAYAMA UNIVERSITY, we are working widely on the bio-related studies in the fields of medicine, dentistry, 
pharmaceutical science, agriculture and environmental science. In this forum, six themes of the latest bio 
research activities are presented.

4月25日 (水) 14:10~14:40 会場:ACA-9 

4月27日 (金) 12:50~13:20 会場:ACA-6

4月26日 (木) 15:30~16:00 会場:ACA-9

国立大学法人

神崎浩
Hiroshi Kanzaki

【所属／職名】 大学院医歯薬学総合研究科
産学官連携センター「おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC) 」 /  助教
Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences Collaborative Research Center for OMIC /  
Assistant Professor

【題目】 おかやまメディカルイノベーションセンターにおける抗体標識技術とGMP体制
Antibody labeling technology and GMP regulation at Okayama Medical Innovation Center

【講演概要】
おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC）にはサイクロトロン,PET薬剤合成装置，実験動物用PETカメラが設置され
ており，分子イメージング研究が実施可能です。放射性同位体である64Cuで標識した種々の抗体・ペプチドプローブを用い
て分子イメージング研究を実施しており，さらにプローブ合成に係る製造工程については治験薬GMPを適用した環境整備を
進めています。

At Okayama Medical Innovation Center (OMIC), a set of instruments that are a cyclotron, synthesizers of PET 
probe, PET cameras, etc., for experimental animals in molecular imaging study are installed. 64Cu radioisotope 
can be applied to conduct molecular imaging research with various target probes such as antibodies and peptides. 
Moreover, we have prepared environment under GMP regulation for synthesizing PET probes.

佐々木崇了
Takanori  Sasaki

2012.4.25-27
東京

ビッグサイト

【所属／職名】 大学院医歯薬学総合研究科 /  助教
Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences  /  Assistant Professor

【題目】 機械刺激応答を記録可能な平面パッチクランプ装置の開発
Development of planar patch clamp system capable of recording mechanosensitive response

【講演概要】
私たちの生命活動は，力を感知することで成り立っているといっても過言ではありません。例えば血圧の調節や，受精卵の
発育や，組織の分化には，細胞が周囲の力を感知して応答することが不可欠です。細胞上で力を感じ取る分子が機械感受
性イオンチャネルです。我々が開発する装置は，細胞膜の伸展量を制御することで機械感受性イオンチャネルにかかる力
をコントロールすることができる新しい平面パッチクランプ装置です。

The function of excitable tissues such as muscle and nerve, which depends on influx and efflux of ions, is essential 
for life. Our purpose is to develop a novel patch clamp system, which enables recording of ion influx/efflux via 
mechanically gated ion channels in response to stretch.

高橋賢
Ken Takahashi

プレゼンテーションの日時と発表者 / 発表テーマ

【所属／職名】 大学院環境生命科学研究科 /  教授
Graduate School of Environmental and Life Science  /  Professor

【題目】 オリーブ葉抽出物の微生物変換による高機能化
Highly functionalization of olive leaf extract

【講演概要】
生物由来の二次代謝産物を微生物変換により高機能化し，医薬品などとして実用化されています。我々はオリーブ葉抽
出物をパン酵母で処理することにより，抽出物中に含まれるオレウロペインアグリコンアルデヒド型を効率よく還元し，新規
化合物を得ることに成功しました。この化合物は２種類のメカニズムが異なる抗酸化活性法，すなわちDPPH法，ORAC法
の両者で高い抗酸化活性を示し，食品・化粧品素材としての開発が期待されます。

Microbial conversion of secondary metabolites sometimes result in improvement of their characters, especially of 
their biological activities. We found that bakers'yeasts catalyzed the reduction of an aldehyde form of oleuropein 
agylcon (the substrate) in olive leaf extract to its alcohol, which exhibited a pronounced antioxidative activity in 
both DPPH & ORAC tests.

裏面へ続く



 
 

 



 
 

２）「Bio Japan 2012」 (World Business Forum) 

 

本展示会は，ライフ（医療･創薬，医療機器，機能性食品，化粧品），グリーン（バイオリファ

イナリ－，バイオマスプラスチック，環境，食料），バイオクラスター＆ベンチャーの3大テーマ

のもと，国内外から，大手企業，ベンチャー，ファイナンスなどの支援産業，自治体，政府など

のバイオ関係者を集め，バイオ関連技術の産業化の加速を目指して開催されました。 

岡山大学からは，創薬・医療に関連した 4件の先端研究成果と『おかやまメディカルイノベー

ションセンター（OMIC）』，『岡山大学ナノバイオ標的医療イノベーションセンター（ICONT）』，『岡

山大学病院新医療研究開発センター治験推進部』における最新の研究・活動実績について展示・

発表を行いました。 
 

日  時：平成 23年 10月 10日（水）～10月 12日（金） 

場  所：パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい） 

主  催：バイオジャパン組織委員会，株式会社 ICSコンベンションデザイン 

特別協賛：横浜市 

参 加 者：12,369名（展示会全体 3日間来場者数） 

 

発表者・所属・テーマ 
発表者 所  属 出展タイトル ※ 

 金 惠淑 准教授 
大学院医歯薬学総合研究

科（薬） 

薬剤耐性マラリアを如何に制御できるか？—日

本から発信する新しい抗マラリア薬— 

加来田博貴 准教授 
大学院医歯薬学総合研究

科（薬） 

難治性疾患を対象とする探索・診断ツールの創

出と創薬研究 

妹尾 昌治教授 
大学院自然科学研究科

(工） 
iPS細胞から作成したがん幹細胞モデル 

高橋 賢助教 
大学院医歯薬学総合研究

科(医）システム生理学 

低コスト・ハイスループットな平面パッチクラ

ンプ装置の開発 

佐々木崇了助教 

大学院医歯薬学総合研究

科(医）産学官連携センタ

ー 

おかやまメディカルイノベーションセンター

（OMIC）における GMP体制での抗体の 64Cu標識

技術 

藤井  康之特任講師 

岡山大学ナノバイオ標的

医療イノベーションセン

ター 

新規がん治療遺伝子 REIC/Dkk-3 －がんワク

チン機能を有する遺伝子医薬－ 

四方 賢一教授 
岡山大学病院新医療研究

開発センター 

岡山大学病院新医療研究開発センター治験推

進部における治験への取組み 

※出展内容等について，次ページ参照 (英語版は省略) 

 

 
 
 
 
 
  
 

「Bio Japan 2011」 展示ブースおよびプレゼンテーション会場 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

3)「nano tech 2013」 (第 12 回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議) 

 

本展示会は，最先端のモノづくりに欠くことのできない「材料・素材」・「IT/エレクトロニクス」・「

バイオテクノロジー」・「環境・エネルギー」・「評価・解析」・「超微細加工」といった様々な分野の最

新技術・製品を一堂に集結させ，最先端技術と製品のビジネスマッチングを創出させることを目的と

して開催されました。 
この開催趣旨に基づき，岡山大学における低炭素社会に向けたナノ材料製造・触媒技術，機能性カ

ーボンナノチューブと無機・有機材料，ナノファイバー調製技術，常温導電性金属ナノインクを公開

して，企業との共同研究や製品開発への道を拓くことを目指しました。 
 

日 時：平成 25 年 1月 30 日（水）～2月 1日（金） 

場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明） 

主 催：nano tech実行委員会，株式会社 ICSコンベンションデザイン 

後 援：内閣府，総務省，文部科学省，経済産業省，他 25機関 

協 賛：（社）応用物理学会，（社）高分子学会，（社）日本化学会 

参加者：46,846 名（同時開催展含む 3日間来場者数 ） 

 

発表者・所属・テーマ 
発表者 所  属 出展タイトル ※ 

後藤 和馬 助教 大学院自然科学研究科(理） 
リサイクル可能な金属単原子/サブナノクラ

スター分散炭素薄膜触媒 

木之下博 准教授 大学院自然科学研究科（工） 
カーボンナノチューブ薄膜の摩擦材料およ

びマイクロ流路への応用 

小野 努 教授 大学院自然科学研究科（工） 
マイクロ湿式紡糸プロセスによるナノファ

イバー調製 

金原 正幸 助教 異分野融合先端研究コア 常温導電性金属ナノインク 

※出展内容等について，次ページ参照 （英語版は省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「nano tech 2013」展示ブースおよび「シーズ＆ニーズセミナー」プレゼンテーション会場 
  

 



 
 

 

 

 

 



（５）「イノベーションジャパン 2012」 

 
日 時 ： 平成 24 年 9月 27日（木）～ 9月 28日（金） 10時 00分～17時 30分 

場 所 ： 東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内） 
主 催 ： （独）科学技術振興機構，（独）新エネルギー･産業技術総合開発機構（NEDO） 
共 催 ： 内閣府，文部科学省，経済産業省 
目 的 ： 大学および公的研究機関等の研究者と民間企業の研究者等が一同に会する全国規模 

産学官マッチングイベントであり，大学等の優れた研究成果を広く発信し円滑に社

会に還元することを目的とする。 
全体構成・発表者数等 ： 大学から 293件，NEDO支援先企業及び研究者から 36件の展示があ 

り，大学からの研究シーズの発表が 128件ありました。 

来場者数： 合計 22,992名（2日間合計延べ数）。なお，2008年は 45,000名，2009年は 41,000 

名，2010年は 25,881名，2011年は 28,324名でした。 

内 容 ： 今回も 10分野の展示と研究シーズの発表がありました。内訳は以下のとおりです。 

岡山大学からは，展示 1件，研究シーズの発表 1件がありました。 

 

分  野 展示件数 発表件数 

1.情報通信 41(0) 18(0) 

2.ライフサイエンス 47(1) 19(1) 

3.医療 39(0) 15(0) 

4.装置・デバイス 40(0) 16(0) 

5.ナノテクノロジー 29(0) 10(0) 

6.環境保全・浄化 13(0)  8(0) 

7.低炭素・エネルギー 35(0) 19(0) 

8.マテリアル・リサイクル 29(0) 13(0) 

9.シニアライフ（高齢社会） 11(0) 5(0) 

10.防災  9(0)  5(0) 

合   計 293(1) 128(1) 

      （ ）内の数字は岡山大学の件数を表し，以下の内容でした。 

 

   【ライフサイエンス分野】 

 医歯薬学総合研究科（医） 助教  村田 等 

                     

          

        展示会場の様子       ブースでの村田助教の説明  

 

また，今年度も「第 11 回産学官連携推進会議」が同時開催され，基調講演，特別講演・報 

告，産学官連携功労者表彰，ロビーギャラリー展示及び若手研究者による科学・技術説明会 

等が催されました。 



（６）「アグリビジネス創出フェア 2012」 

 
農林水産・食品産業分野において優れた技術シーズを有する全国の産学官の関係者と，この技

術を利用する者とが一堂に会し，相互のマッチングを促進する場として，農林水産省主催で開催

されました。本年度は，東日本大震災からの復旧・復興に向けた，産学官の農林水産・食品産業

分野の技術の貢献について，集中展示を行いました。 
 
 日  時： 平成 24 年 11 月 14 日（水）～11 月 16 日（金） 10：00～17：00 
 場  所： 東京ビッグサイト（東京国際展示場）（東京都江東区） 
 主  催： 農林水産省 
 後  援： 内閣府，文部科学省，経済産業省，特許庁，（独）農業・食品産業技術総合研究機

構，（独）農業生物資源研究所，（独）農業環境技術研究所，（独）国際農林水産業

研究センター，（独）科学技術振興機構，（独）中小企業基盤整備機構 等 
 来場者数： 33,119 人（3 日間合計 平成 23 年度は 26,384 人）（農林水産省発表） 
 
本学からの出展内容 
 新たな共同研究のマッチングを目的として，次のような岡山県と実施している外部知見活用

型・産学官連携研究事業による共同研究課題や本学の研究紹介を行いました。 
 
１．岡山県と取り組んでいる外部知見活用型・産学官連携研究事業による共同研究 
 ①「夏季の気象変動に対応したももの品質安定技術の開発」 

（大学院環境生命科学研究科（農） 准教授 福田文夫） 
 ②「暑熱ストレス時における種雄豚の精巣機能を改善するローヤルゼリー添加飼料の開発」 
                  （大学院環境生命科学研究科（農） 教 授 舟橋弘晃） 
 ③「間伐材の有効利用に向けた先進的低コスト作業システムの研究」 

 （大学院環境生命科学研究科（農） 准教授 嶋 一徹） 
 
２．岡大農場ブランド等の紹介パネル展示 
 

   

 
「アグリビジネス創出フェア 2012」 

（東京ビッグサイト） 



（７）岡山大学知恵の見本市 2012 

 

１．開催概要 

  日時：平成 24年 11月 2日（金） 12:00～17:00 

  場所：岡山大学創立五十周年記念館 

  内容：講演（2 件） 

          「小惑星からの帰還：はやぶさ再突入カプセルの飛行とサンプルの回収」 

              （独）宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 教授 稲谷芳文 氏 

          「微粒子から見える小惑星イトカワの生い立ちと宇宙環境」 

                岡山大学 地球物質科学研究センター 教授 中村栄三 氏 

        研究成果展示（全 69ブース） 

           新素材・ものづくり・情報通信分野（25ブース） 

           地域連携分野（7ブース），省エネ・新エネ・災害対応（4 ブース） 

           医療・創薬・福祉分野（22 ブース），環境・農業分野（8 ブース） 

           実物展示（3ブース） 

    プレゼンテーション（新規，20 分間×5件） 

      1)「錯体触媒法による石油樹脂の実用化」大学院自然科学研究科（工学系） 

        講師 押木俊之 氏 

      2)「多彩な季節感を育む日本の気候環境とその変動」 

        大学院教育学研究科（自然教育） 教授 加藤内蔵進 氏 

      3)「抗ガン活性・抗マラリア活性を有するヘテロ環化合物」 

        大学院自然科学研究科（工学系） 教授 井口 勉 氏 

      4)「血管新生阻害補助薬」大学院医歯薬学総合研究科学（医学系） 

        教授 大原利章 氏 

      5)「ゴム人工筋を用いたリハビリ支援装置の医工連携研究」 

        大学院自然科学研究科（工学系） 教授 則次俊郎 氏 

        岡山大学の重大研究紹介パネル展（新規・5件） 

           1)学術雑誌サイエンス（Science，米国）の「2011年における 10の 

       Breakthrough of the Year（画期的成果）」の一つに選出 

       「光合成で水を分解する仕組み」 

        自然科学研究科（理学系） 教授 沈 建仁 氏 

      2)平成 24年度文部科学大臣表彰 科学技術省受賞 

       「心不全に対する心臓内幹細胞自家移植療法」大学病院 

        新医療研究開発センター 教授 王 英正 氏 

      3)平成 24年度文部科学大臣表彰 若手科学者賞受賞 

       「浸透による土の内部浸食と土粒子輸送の研究」 

        大学院環境生命科学研究科 講師 藤澤和謙 氏 

      4)素粒子物理学の一大成果 

       「セルン LHCでの新粒子（ヒッグス粒子？）発見と SCT検出器」 

        大学院自然科学研究科（理学系） 教授 中野逸夫 氏 

      5)NHK-TV「クローズアップ現代」で特集 

       「iPS 細胞から作るガン幹細胞」 

        大学院自然科学研究科（工学系） 教授 妹尾昌治 氏 

  主催：岡山大学 

    後援：経済産業省中国経済産業局，国土交通省中国地方整備局，農林水産省中国四国農政局，

岡山県，岡山市 ほか （合計 42機関） 



 

２．今年度，特に創意工夫を凝らした点 

 ①主催を研究推進産学官連携機構から岡山大学の全学主催に切り替えて開催しました。 

 ②パネル前の 5分間プレゼンテーションに加えて，会場 2階エレベータ前にて新たに 20分間プ

レゼンテーションを行い，パネルセッション見学者に研究をアピールしました。 

  ③学会，政府，マスコミ等から注目されている研究を，「岡山大学の重大研究」として紹介パネ

ル展示を行いました。 

  ④岡山市政だよりに記事を掲載してもらうなど，告知媒体を増やしました。 

 

３．過去 3年間の実績データ 

開催年度 2010 年 2011 年 2012 年 

 

テーマ 

日本の強みを活かす成

長分野～ｸﾞﾘｰﾝ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝとﾗｲﾌ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

国際的な研究・教育拠

点としての「美しい学

都」を目指して 

～地域と知のコミ

ュニケーション～ 

講演件数           1         2          2 

展示ブース数          46        61         66 

実物展示件数           3         3          3 

見学会実施件数           2         2 開催せず 

後援件数          38        42         42 

来場者数         261       346        410 

見学会参加者数          19        38 開催せず 

 

４．会場の様子など 

 ○講演会会場（イトカワ微粒子分析）    ○重大研究紹介パネル展（新規，5 件展示） 

 ○20 分間プレゼンテーション（新規，5 件） ○市内の中学生も大勢来場してくれました 



（８）第 17回岡山リサーチパーク一研究・展示発表会 

  

 岡山県内の大学及び岡山リサーチパークに関係する企業・機関の研究成果を発表するとともに，

その成果を県内に広めるための交流の場を設け，岡山県内産業の振興に寄与する目的で毎年開催

されています。 

 

日   時：平成 24年 9月 10日（月） 10:00～18:30 

場   所：テクノサポート岡山 1階（岡山リサーチパーク内，岡山市北区芳賀 5301） 

プログラム：10:00～10:15 オープニング（ご挨拶，展示発表に関する説明） 

      10:25～14:00 展示発表セッション（玄関ホール及び中央通路） 

             パネル・実物等の前で発表者が説明 

             ①情報通信・エレクトロニクス分野：11件（岡大 4件） 

             ②精密加工・機械・材料分野：9件（岡大 2件） 

             ③健康・医用・福祉分野：15件（岡大 2件） 

             ④バイオ・食品分野：6件（岡大 1件） 

             ⑤環境・化学分野：15件（岡大 4件） 

             ⑥デザイン・MOT・知的財産等分野：6件（岡大 1件） 

             【機関紹介】岡山光量子科学研究所 

      14:15～15:00 産学官連携成功事例発表（大会議室） 

① 廃棄物リサイクルのための乾式比重分離技術の開発～基礎から

応用，実用化に至るまでの産学官連携～」 

               岡山大学大学院自然科学研究科（工学系） 准教授 押谷 潤 氏 

             ②「自動姿勢制御自転車教材」 

               タマデン工業株式会社 取締役副工場長 技術・開発統括  

               武下博彦  氏 

             ③「おかやまバイオマスイノベーション創造センター」 

               倉敷芸術科学大学生命科学部 教授 岡田賢治 氏 

      15:15～16:45 特別講演会（大会議室） 

             「印刷力による新たなデバイス，新たな産業そして新たな生活様式

の創出を！」～川上（原料）から川下（最終製品）まで丸ごと岡

山製の可能性～ 

              大阪大学 産業科学研究所 教授 菅沼克昭 氏 

      16:45～16:55 優秀展示発表表彰式（大会議室） 

      17:00～18:30 交流会（レストラン花水木） 

主   催：岡山リサーチパーク研究・展示発表会実行委員会 

      【構成】岡山県，岡山県工業技術センター，(公財)岡山県産業振興財団，岡山大学，

岡山県立大学，岡山理科大学，倉敷芸術科学大学，岡山リサーチパークインキュベ

ーションセンター（ORIC），中国職業能力開発大学校，津山高等工業専門学校，吉

備国際大学 

出 展 数：63件（内，岡山大学関係は 14件） 

参加者数 ：約 260名 

 

特別講演概要：新たな産業を生み出す技術として注目されるプリンテッドエレクトロニクスの世

界に，実用化の端緒が見え始めた。エレクトロニクス機器の生産では，あらゆる局面で従来の枯

れたシリコン技術との競合が生じる。シリコン技術で叶えることの出来ない産業が何処にあるの

か，プリンテッドエレクトロニクスの成長の鍵がそこにある。 



２. ２ 社会人教育活動 

 

（１）ＭＯＴ研修会 

 

 MOT(Management of Technology) とは，技術を基盤とする事業を持続的に発展させるための，

マネジメントに関する学問分野です。 

 本研修会では，平成 16年度から県内の企業人並びに社会人を対象に，セミナー及び見学会等を

実施しています。また，セミナー（見学会含む）の所定の回数を受講した方には，岡山大学より

修了証書が授与され，さらに受講修了者で構成される ｢MOT研究会｣ への入会資格が得られます。 

平成24年度は，3名の客員教授（加藤珪一氏，成瀬 淳氏，長澤光英氏）がカリキュラムを見直

し，前年度よりさらに充実した内容で実施しました。 

 

1）MOTセミナー 

本セミナーは，経営幹部，管理職，中堅社員等，幅広い層の方々に受講いただいており， 

内容を凝縮し，全10回で技術の事業化の各段階で遭遇する課題と解決の為の手法を体系的に 

学べるように進めています。 

平成24年度は新たに「MOTの経理」と題し，マネジメント・ゲームを通してビジネスの流れ，

損益計算，リスクマネジメント等を学べる講義を2日連続して開催しました。また，10回（10

章）開催し，7回以上出席した19名の方に修了証書を授与しました。 

 

2）MOT見学会 

  本見学会では，岡山県内・近隣地域の製品開発型企業を訪問し，製品開発戦略や知的財産 

戦略，経営の姿勢など，その企業の経営層からお話し頂いています。 

 平成24年度は4回開催し，企業・公的機関・一般の方から多くの参加を頂きました。 

  

3）学生のためのMOT講座 

  本講座では，MOTセミナーの客員教授が工学部の学生を対象に，1コマ（1時間30分）の授業

を持ち，各自の将来設計に参考となる講話を計4回行いました。第1回目から，学生同士で7

人のグループを作り，独自の事業テーマを定めて議論し，その成果を[事業計画書]として第4

回の講義で発表してもらいました。また，発表の場においては，MOTセミナーを受講している

（修了生も含む）企業の方にも出席してもらい，総合討論を行いました。 

  平成24年度も引き続き，グループで作成した事業計画書を元に，日刊工業新聞社主催の 

「キャンパスベンチャーグランプリ」に応募しました。 

 

4）MOT研究会 

  H22年度に，MOTセミナーを修了した受講者で「MOT研究会」を発足しました。研修会で得た 

知見を基にして，現場でのMOT実践力向上のための相互研鑽と会員相互の親睦を目的として活 

動しています。 

 

◆MOT研修会については，こちらのホームページに掲載しています。 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 セミナー・イベントのご案内 MOT研修会 

http://www.okayama-u.net/renkei/contents/02_02.html 

 

 

 

 



 表1 平成24年度 MOTセミナー 開催記録 

開催日時 内  容 受講人数 

5月25日（金）10:00～17:00 第 1回「動機付け・開講式」 22名 

6月 7日（木）10:00～17:00 第 2回「企業基盤」 23名 

7月26日（木）10:00～17:00 第 3回「事業ドメイン」 21名 

8月24日（金） 9:30～17:30 
第 4回「MOTの経理（マネジメント・ゲーム）」 23名 

8月25日（土） 9:00～17:00 

9月26日（水）10:00～17:00 第 5回「マーケティング」 19名 

10月24日（水）10:00～17:00 第 6回「ロードマップ」 21名 

11月28日（水）10:00～17:00 第 7回「発想法」 20名 

12月19日（水）10:00～17:00 第 8回「研究開発と特許出願」 15名 

1月23日（水）10:00～17:00 第 9回「プロジェクトマネジメント」 16名 

2月20日（水）10:00～17:00 第10回「販売戦略・閉講式」 14名 

修了証書の授与：19名 

 

表2 平成24年度 MOT見学会 開催記録 

開催日時 訪問先 参加人数 

8月 9日（木）13:30～15:30 
第 1回 天野実業（株） 里庄第二工場 

（浅口郡里庄町） 
18名 

9月13日（木）13:30～16:00 第 2回 (株)アステア 第5工場（総社市久代） 15名 

10月 9日（火）13:30～15:25 第 3回 新中野工業(株) 玉野工場（玉野市田井） 15名 

2月27日（水）13:30～16:00 
第 4回 倉敷レーザー(株)  

本社工場（倉敷市船穂町） 
24名 

 

 

表3 平成24年度 学生のためのMOT講座 開催記録 

開催日時 講  師 テーマ 

6月 6日（水）13:30～15:00 加藤珪一  
事業計画の考え方 

（キャンパスベンチャーグランプリ） 

7月 4日（水）13:30～15:00 長澤光英  パーソナル・コンピューターの歴史を振り返って 

7月25日（水）13:30～15:00 成瀬 淳 大学時代に何を学んでおくべきか 

10月 5日（水）13:30～15:30 全講師 事業計画の発表，総合討論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MOTセミナーの開催風景 



（２）振動技術教育 

 

振動現象は機械システム製品に必ず付随する永遠の課題です。しかし，振動技術に焦点を絞っ

て能力アップを目指す研修メニューはほとんどありません。 

そこで，産学官融合センターでは，平成15年度から地域企業の技術者を対象とした振動技術教

育を実施しています。また，この教育は毎年ほぼ同一内容で開催されるので，何年かで全回受講

すれば，岡山大学より修了証書が授与されます。 

2名の客員教授（古池治孝氏，小村英智氏）をはじめ，岡山県工業技術センター様，新川センサ

テクノロジ(株)様にも毎年講義（講習・実習）をお願いしています。 

 

1) 振動リカレント教育 

本教育では【振動の基礎理論】を背景に，種々の振動現象とそれに対する振動の評価・対 

策を立案するため，【振動計測】【振動試験】【振動原因の診断】【振動低減策】に関する 

基本知識を｢学習｣し，｢実習｣を行うことで振動技術を体得します。機械システム製品の設計・ 

開発部門の皆様の研修にもご活用いただいています。 

 平成24年度は5回開催し，研究協力会会員企業をはじめ県外の企業からも受講を頂きました。 

 

2）振動技術懇談会 

本懇談会では『振動に関連した種々技術』を対象に，企業の現場訪問や，大学からの話題 

提供を受ける技術交流を目的とした会合です。 

 同会は，企業からの技術報告や，振動関連メーカからの技術PRなどを取り上げ，異業種間 

で振動に関する情報を交換しあう場所を提供しています。 

H24年度は5回開催し，5月には貸切りバスでスーパーコンピュータ「京（ケイ）」を見学し 

ました。 

 

◆振動技術教育については，こちらのホームページに掲載しています。 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 セミナー・イベントのご案内 振動技術教育 

http://www.okayama-u.net/renkei/contents/02_03.html 

 

 

表1 平成24年度 振動リカレント教育 開催記録 

開催日時 内容/講師 受講人数 

4月24日（火）10:00～17:00 
そのⅠ「振動の基礎と実現象への適用」 

客員教授：古池治孝 氏 
23名 

6月29日（金）10:00～17:00 

そのⅡ「振動計測と振動試験【研修付】」 

客員教授：古池治孝 氏，小村英智 氏 

岡山県工業技術センター：辻 善夫 氏 

24名 

9月11日（火）10:00～17:00 
そのⅢ「振動診断」 

客員教授：古池治孝 氏，小村英智 氏 
17名 

11月30日(金) 10:00～17:00 

そのⅣ「ロータの振動と対策」 

客員教授：古池治孝 氏，小村英智 氏 

新川センサテクノロジ(株)：有馬和秋 氏 

17名 

2月28日（木）10:00～17:00 
そのⅤ「機械の振動評価とISO振動技術者認証」 

客員教授：古池治孝 氏，小村英智 氏 
10名 

修了証書の授与：10名 



 

表2 平成24年度 振動技術懇談会 開催記録 

開催日 訪問先 参加 

人数 

5月24日（木） 

第23回 高度計算科学研究支援センター見学 

スパコン「京」及び耐震技術設備見学 

π-CAVE 体験 

カワサキワールド見学 

16名 

7月18日（水） 

第24回 岡山県立大学にて開催 

岡山県立大学情報工学部 西山教授 講演・研究室見学 

キャテック（株）角田氏 講演 

22名 

10月16日（火） 

第25回 広島大学にて開催 

広島大学大学院工学研究院 関口准教授 講演 

機械工学関連，振動・音響関連の研究室紹介 

14名 

12月 4日（火） 

第26回 岡山県工業技術センター ミクロものづくり大学共催 

       「音響技術セミナー」として開催 

広島市立大学情報科学研究科 石光教授 講演 

    産学官融合センター 古池客員教授 講演 

44名 

3月 8日（金） 

第27回 岡山大インキュベータにて開催 

    岡山大学大学院環境生命科学研究科（環） 比江島准教授 ・ 

三井造船（株）林氏，井上氏 講演 

ＩＭＶ（株）安川氏，嶋田氏 講演 

18名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動リカレント教育の開催風景 



２．３ 包括連携活動 

 

 大学が締結する「包括連携」の目的は，技術開発，人材育成，社会貢献等の幅広い領域で相互

の信頼に基づいた活動を組織的に推進することです。例えば，「研究」の観点では，従来は個別の

教員毎に進められていた共同研究の進捗管理，予算管理等を，大学側トップ（通常は理事・研究

担当副学長）と企業側代表からなる連絡協議会等のマネジメント組織が担当することで研究開発

の円滑な運営が可能になります。また，相互の緊密な交流を通じて地域社会の発展や産業の振興

等にも貢献することが可能になります。 

 本学が現在締結している他機関との包括連携の主な内訳は，以下のとおりです。 

 [ ]内は包括連携協定締結年度 

（１）金融機関（4 件） 

 ・中国銀行 [平成 16 年度] 

 ・中小企業金融公庫 [平成 17 年度，現：日本政策金融公庫] 

 ・おかやま信用金庫 [平成 18 年度] 

 ・トマト銀行 [平成 18 年度] 

＜目的＞本学の研究成果等のシーズと企業ニーズのマッチングの仲介，人材育成，大学発ベン 

チャー企業の育成等。 

（３）国、県等（2 件） 

 ・中国地方整備局 [平成 17 年度] 

  ＜目的＞教育研究面の向上と地域社会への貢献等。 

・中国四国農政局 ・岡山県・岡山県農業協同組合中央会[平成 22 年度] 

  ＜目的＞農業とその関連分野における各種施策の推進，試験研究，知識・技術の交流 

（４）独立行政法人（3 件） 

 ・（独）日本原子力研究開発機構 [平成 19 年度] 

 ＜目的＞双方の研究施設，研究成果，人材等を活かした研究および人材育成の充実。 

 ・（独）産業技術総合研究所 [平成 20 年度] 

＜目的＞双方の研究開発･人材育成･成果の社会還元等について，学術および産業技術の振興に 

寄与するとともに，地域産業の発展に寄与。 

・（独）医薬品医療機器総合機構 

＜目的＞相互の研究交流を促進し，学術及び科学技術の発展及び国民の健康・安全向上に寄与。 

（５）企業（6 件） 

 ・同和鉱業（株）（現：DOWA ホールディングス（株）） [平成 17 年度] 

 ・三井造船（株） [平成 18 年度] 

 ・両備グループ  [平成 18 年度] 

 ・ナカシマホールディングス（株） [平成 21 年度] 

 ・サンスター（株） [平成 21 年度] 

 ・（株）クラレ [平成 22 年度] 

＜目的＞それぞれの有する資源の相互利用と人的交流により得られた研究成果の活用等。 

（６）報道機関(1 件) 

・（株）山陽新聞社[平成 23 年度] 

＜連携・協力して教育・研究の推進並びに地域社会の発展に寄与 

（７）その他（2 件） 

 ・岡山県中小企業団体中央会（特別認可法人） [平成 17 年度] 

＜目的＞地域におけるお互いの情報，ノウハウを結び，相互の発展および地域の発展に貢献。 

 ・（社）中小企業診断協会岡山県支部 [平成 19 年度] 

＜目的＞相互に協力して，地域の産学連携を推進し地域社会の発展に貢献。 



２．４ 金融機関との連携活動 

 

金融機関と大学とが協力しながら産学連携活動を推進することを，産学金連携活動

と呼んでいます。このような活動が進展している背景には，平成１４年度に金融庁が提

唱したリレーショナルバンキングの動きがあります。これは，地域における中小企業の

技術開発や新事業の展開を支援するため，各金融機関が，地域の大学と同様に支援を行

おうとするものです。本学では以下のような活動を進めています。 

 

（１）岡山大学と金融機関との包括連携協定 

 ・本学が，包括連携協定を締結している金融機関は以下のとおりです。 

 政府系： 中小企業金融公庫岡山支店（現：日本政策金融公庫岡山支店） 

    「産学官連携の協力推進に係る協定書」，平成 18 年 2 月 6 日調印 

 地方銀行： 中国銀行株式会社 

     「連携に関する包括協定書」，平成 17 年 3 月 9 日 調印 

 第２地方銀行： 株式会社トマト銀行 

       「国立大学法人岡山大学と株式会社トマト銀行との連携に関する包括協

定書」，平成 19 年 3 月 30 日調印 

 信用金庫： おかやま信用金庫 

       「国立大学法人岡山大学とおかやま信用金庫との連携に関する包括協定

書」，平成 18 年 8 月 29 日調印 

 ・平成 19 年度以降，中国銀行，トマト銀行およびおかやま信用金庫の職員各 1 名に

対して，「産学連携マネージャー」を委嘱して定期的に学内で連絡会を開催してき

ました（主担当：中国銀行・田口 徹氏，トマト銀行・野瀬真治氏，おかやま信用

金庫・小倉直樹氏）。そして，取引企業からの技術相談取り次ぎ，情報交換，産学

連携資料作成などに対応しています。 

 ・おかやま信用金庫若手および中堅職員に対する「産学連携アシスタント・マネージ

ャー研修（6 時間）」を，平成 18 年度からスタートしています。平成 24 年度まで

に延べ約 160 名に対して「岡山大学認定産学連携アシスタント・マネージャー」を

委嘱してきました。今後はこのマネージャー諸氏の活用が大きな鍵を握っていると

期待しています。 

 

（２）包括連携協議会の開催 

 岡山大学と３金融機関合同で，包括連携協議会を開催して意見交換を行いました。 

  日 時：平成 24 年 7 月 24 日（火）13:00～14:30 

  場 所：岡山大学本部棟６階 第２会議室 

  参加者：中国銀行 常務取締役 花澤礼志氏，他２名 

       トマト銀行 専務取締役 横田 博氏，他２名 

       おかやま信用金庫 常勤理事 営業支援担当 三宅崇文氏，他２名 

       岡山大学 理事・副学長 山本進一，他７名 

  議 事：１）開会挨拶 

      ２）産学連携マネージャーの活動と（金融機関からの）要望事項について 

      ３）岡山大学研究推進産学官連携機構の概要説明 

      ４）その他・意見交換 

 

（３）産学官金連携による企業知財力強化研究会の開催 

 経済産業局の支援を頂き，知的財産に関する研究会を開催しました。 

   日時：平成 24 年 12 月 14 日（金）14:00～17:00 

   場所：岡山大インキュベータ２階 会議室 



   内容：１）開会挨拶 

      ２）挨拶・自己紹介・趣旨説明 

      ３）プレゼンテーション１「研究開発型企業の知財戦略」 

         弁理士・土生特許事務所 所長 土生哲也氏 

      ４）参加企業による事例紹介（２社） 

      ５）プレゼンテーション２「知的資産経営・知財融資」 

         日本政策投資銀行 岡山事務所 所長 吉田淳一氏 

 

（４）ビジネスマッチングへの参加 

 下記の大学相談コーナーに出展して，参加企業からの技術的な相談に対応しました。 

なお，平成 25 年度もビジネス交流会は引き続き開催されることが決定しています。 

 ・第８回しんきん合同ビジネス交流会 

   日時：平成 24 年 9 月 12 日（水）10:00～16:00 

     場所：コンベックス岡山 （岡山市北区大内田 675） 大・中・小展示場 

   主催：おかやま信用金庫ほか 7 信金，日本政策金融公庫，（公財）岡山県産業振興財

団，（独）中小企業基盤整備機構中国支部，信金中央金庫 

   記事：アカデミックインターミディエイトコーナーに，岡山大学，岡山県立大学，

岡山理科大学，岡山商科大学，吉備国際大学，倉敷芸術科学大学，くらし

き作陽大学，就実大学，美作大学，（独）中国職業能力開発大学校，鳥取

大学の 11 大学等が参加して，企業からの相談に対応しました。 

     ・PR ブース出展参加企業は 382 社（前回は 374 社）。 

     ・第５回しんきん合同ビジネスコンテストの結果は以下のとおり。なお，ビ

ジネスコンテスト審査員も務めました。 

       最優秀賞：(株)クニファーム 

       優秀賞：サムテック・イノベーションズ(株)，ヨイキゲン(株) 

 ・第 14 回おかやましんきんビジネス交流会 

   日時：平成 24 年 3 月 21 日（木）13:00～16:30 

   場所：岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）3 階コンベンション

ホール他 

   記事：別室に設けられたアカデミックインターメディエイトコーナーに，岡山大

学，岡山県立大学，岡山理科大学，岡山商科大学等の大学とおかやまコー

ディネーター連絡協議会等がブース出展し，参加企業からの相談に対応し

ました。 

     ・PR ブース出展は 106 社（前回は 105 社）。 

     ・「～岡山で包む，岡山を包む～コンテスト」の開催（特別企画） 

   岡山産の製品・素材の良さを若年層にＰＲすると共に，若年層のアイデア

募集を通じて新しい感性による商品の創出を促進し，地元企業の商品力強

化の一助となることを目的として，２階展示場にて開催されました。岡山

県立南高校，岡山県立東商業高校，岡山商科大学の生徒さんから，19 作

品が出品され，5 名の審査員の評価と来場者による投票ポイントの合算に

より，課題部門およびフリー部門の審査が行われました。課題部門・最優

秀賞：江口紗代（岡山東商業高等学校商業科），フリー部門・最優秀賞：

「とまかん」チーム（岡山東商業高等学校商業科）。 

 

（５）おかやま PRODUCE への参加 

 おかやま信金が若手経営者を組織した異業種交流組織である「おかやま PRODUCE」に

オブザーバーとして，定例会（セミナー，２ヶ月に１回）に参加しています。 



２．５ 相談事業 

 
  教育と研究に続く，大学の｢第 3の使命｣として，｢社会貢献｣があげられている。岡山大学では，

平成 11(1999)年 6月学術審議会からの「大学等が，戦略的な拠点となって地域づくりや地域の発

展に貢献するという視点が，今後一層重要になる」との答申を受けて，平成 12(2000)年 2月に学

内人文社会系学部及び大学院から地域連携の推進を進める学内組織設立の提言がなされました。 

 その後平成 13(2001)年 2 月の評議会において，「地域社会との有機的な連携の下に，真に社会

に開かれた大学を目指し，あらゆる領域において本学が時代と地域社会の要請に応えるため，岡

山大学リエゾン・オフィスを平成 13(2001)年 4月に設置する」ことが決定されました。こうして

スタートした「岡山大学リエゾン・オフィス(地域連携推進機構)」は，文化科学系，自然科学系，

生命科学系の 3分野に 16領域を置き，各領域には統括するコーディネータと登録された教員が配

置され，地域社会からの窓口が旧事務局庁舎内に設置されました。 

平成 18(2006)年 4月には学内共同利用施設として「社会連携センター」が設置され，従来のリ

エゾン・オフィスの機能が移行され、平成 20(2008)年 4月の組織再編により社会連携センターの

機能は，研究推進産学官連携機構の「社会連携本部」に統合・一元化され，現在に至っています。 

 

 研究推進産学官連携機構 社会連携本部は地域社会の発展と住民の生活向上，企業活動の発展を

図るため，社会と大学との窓口として，様々な企業，団体，市民等からの質問，相談等に応じて，

岡山大学の有する人材や技術を通して社会に貢献する事を目的としています。そのために，以下

の 3つに分類されるあらゆる事項についての相談に応じる事業を行っています。 

 

 （1）地域の産業・文化・教育振興のための交流事業  

 （2）地域住民の生活向上のための交流事業 

 （3）その他，地域社会の発展につながるさまざまな事業 

 

 これらの事業を実施するために，岡山大学教員の専門分野から，下記 5分野 19領域に分類し，

あらゆる分野・領域に対応することを目指しています。 

 

表 2.5.1 相談内容の分類 

分 野  領      域 

文 化 

 

 

 

歴史・文化    ，  産業・企業      

教育             ,    国際問題     

公共政策 

環 境  資源・社会基盤  ，  地域・地球環境 

自 然 

 

 

 

生産基盤システム ，  機能材料・物質科学 

農業       ，  電子・情報科学   

地球環境 

生 命 

 

 

 

バイオ・生物工学 ，  医薬品開発  

基礎生命科学     ,    医用材料・技術・システム開発 

生物資源関連     ,   健康・福祉関連 

その他  その他の領域 

 

  



 産業界，地方自治体，個人，報道機関等から，電話，メール，ファックス，社会連携本部の HP
からのメール、書面または来学の上、依頼を受け，対応しています。主な相談内容は， 

  ・講演会等の講師，各種委員会や研究会の委員，共同研究の研究者等の研究者推薦 

  ・技術相談，専門分野の研究者紹介 

  ・共同研究，各種申請に関する助言 

  ・学内施設，学内情報に関する問合せ 

  ・専門分野の取材 

 

平成 24 年度に社会連携本部が受けた「外部からの相談」件数は 143 件でした。図 2.5.1 に平

成 24年度の相談内容の統計データを示しています。相談者の地域は岡山市内，県内で約６０％を

占めていますが，関西，関東地区からの相談がそれぞれ 14％と，広範囲の地域からの岡山大学に

対する期待がうかがわれます。相談者は企業が一番多く，多くは中小企業で 58％を占めており，

個人の相談は 30％弱でした。相談手段はメールと電話で 28％，電話相談が 58％を占めており，

両者あわせると 86％以上を占めています。 

相談事項は約半数が社会連携本部と研究交流部で対応しています。残りの半数は，学内の先生

方に対応をお願いしています。表 2.5.1の各領域に１～２名のコーディネータを配置し，また各

分野にコーディネータ代表を委嘱し，適切な対応者が見つからないときにお願いすることがあり

ます。多くの場合は岡山大学研究者カタログや研究者総覧から相談案件に適切な教員を選び対応

をお願いしています。これらの比率は平成 24年度の数値で，年によって比率は変わります。 

 なお,社会連携本部は岡山大インキュベータと連携して，インキュベータへの相談案件にも対応

しています。 

  



 

 

 

 

 

 

図 2.5.1 平成 24年度 外部からの相談内訳 

 



 

 

 

 

 

 

 

３．研究推進・支援活動 
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３．５ 新医療創造支援本部の活動 

 

（１）体制 

 

新医療創造支援本部は，学内の医薬品・医療機器・福祉機器シーズの事業化と産業化を目的と

する橋渡し事業を推進するための支援組織で，平成20年（2008年）4月に研究推進産学官連携機

構の一本部として発足し，5年が経過しました。 

当本部は， 

本部長：公文 裕巳 教授（大学院医歯薬学総合研究科 泌尿器病態学 教授） 

副本部長：松浦 栄次 教授（大学院医歯薬学総合研究科） 

専任コーディネータ：桐田 泰三 

専任事務補佐員：米戸 美佳 

の4人体制で，主に，鹿田キャンパス 総合教育研究棟1階「おかやまメディカルイノベーションセ

ンター」（OMIC：Okayama Medical Innovation Center）内共同研究推進室で執務しております。 

なお，大学本部との情報共有，情報交換，意思疎通を図るため，また，理工系との医工連携を

推進するため，津島キャンパスの連携機構内で週1日専任コーディネータが執務しております。 

 

（２）設立当初の業務，学内関連部署との連携 

 

新医療創造支援本部の発足当初の主たる業務は，文部科学省科学技術振興調整費によるナノバ

イオ標的医療の融合的創出拠点の形成事業（ICONT：Innovation Center Okayama for Nanobio-

targeted Therapy／平成18年度～21年度）のプロジェクト支援，および OMIC 共同研究拠点整備

事業（平成21年8月申請～平成23年4月開所)の立ち上げ支援でした。現在は，前者については

ICONT 戦略企画室，後者については医歯薬学総合研究科産学官連携センターが運用母体となって

おります。 

当支援本部はこれらの基盤事業の推進のための連携はもとより，現在，機構内の他の本部や，

研究交流部，医歯薬学総合研究科等学務課，大学病院の新医療研究開発センター，また，新しく

組織された教育研究プログラム戦略本部の URA（University Research Administrator）とも連

携して幅広い業務を遂行しております。 

 

（３）業務の拡大 

 

岡山大学医療系キャンパス（鹿田地区）内での様々なシーズ群と企業（主に岡山県内）とのコ

ーディネーション，それに伴う少額から中規模の競争的資金に関する情報収集とその獲得支援業

務が大幅に増加しています。また，学内の医療系（医歯薬保）と自然科学系間の医工連携の推進

（理工系との共同研究，理工系研究者の手術室見学ツアー等）に関わる業務など，『新医療の創

造支援』として位置づけられる活動範囲を中心に，医療分野の産学官連携の活性化を推進支援し

ています。 

特に，平成24年度は，医歯薬保系の各種公募の情報収集活動に注力し，これらの情報が迅速か

つ公平に研究者の方々に行き渡るように体制を整備しました。見逃しがちであった政府系以外の

助成金公募（科学技術振興機構の A-STEP フィジビリティースタディ，岡山県産業振興財団の助

成金，中国経済産業局の助成金，製薬会社系・医療機器会社系の助成金など）も学内向けサイト

で閲覧できるようにしました（平成24年度：延べ121件の公募情報を研究交流部および大学院医

歯薬学総合研究科等学務課へ提供）。大型プロジェクトのみならず，若い研究者によるこれらの

競争的資金への応募が増え，実質的な研究活動の支援につながってきました。特に A-STEP フィ

ジビリティースタディについては，”メディカルテクノおかやま”［次項（４）参照］のコーデ



ィネータと分担して，鹿田地区の研究者へ積極的に応募するように働きかけるとともに，その申

請支援を実施しています。 

最近の産学連携の成功事例として，「夜尿症トレーニングシステム」が挙げられます。岡山大

学病院泌尿器科（夜尿症外来）とアワジテック社（本社：神戸市）は，平成22年11月から共同研

究を開始し臨床試験を大学病院内で進め，“岡山大学発”の商品化に成功し，夜尿症に悩む学齢

期のお子さんに普及しつつあります。その開発経緯の概要は，産学連携学会 関西･中四国支部会

（平成24年12月7日）で発表しました。 

その他，学内から出てきたシーズの商品化へ向けた検討，あるいは機能評価・医学的検証など，

いくつかの中小プロジェクトが進行中です。 

新医療創造支援本部設置5年目となり，このように当本部の業務は軌道に乗り，医療系キャン

パス（鹿田地区）を中心とした活動を徐々に広げ，医療分野を中心とした産学官連携を推進して

います。 

 

（４）NPO法人“メディカルテクノおかやま”との連携 

 

同じ執務室に事務局を置く特定非営利活動法人“メディカルテクノおかやま”（岡山大学・川

崎医科大学・岡山県の共同運営組織／公文 裕巳 理事長）と密接に連携し，岡山県内の医薬品・

医療機器・福祉機器の企業とのコミュニケーションを図ることで岡山県に医療クラスターの実現

を目指しています。 

隔月開催する「メディカルサロン」，および「メディカルベンチャーサロン」では，岡山大

学・川崎医科大学・岡山理科大学等の研究紹介，岡山県内の医療福祉機器企業の研究開発や，も

のづくりの事例を紹介し活発な交流活動を行っています（平成24年度：合計8回開催）。 

なお，岡山県医用工学研究会および遺伝子治療推進産学懇話会の事務局業務も”メディカルテ

クノおかやま”が担当しており，これらの研究会・懇話会の運営支援をしています。平成25年3

月30日に開催された第2回東アジア遺伝子治療懇話会（The 2nd Symposium of the East Asian 

Gene Therapy Innovative Group）では ICONT戦略企画室，“メディカルテクノおかやま”ととも

に当本部も支援しました。 

 

（５）平成24年度の活動一覧 

 

以下に，平成24年度の新医療創造支援本部が関わった行事をまとめました。 

新医療創造支援本部の平成24年度の活動概要 

行 事 月 日 場 所 概 略 

BIO tech 2012 
4月25日～ 

4月27日 

東京ビッグサイ

ト（東京都江東

区) 

アカデミックフォーラム：岡山大学から6テ

ーマをプレゼンテーション(30分×6テーマ) 

岡山大学新医療

創造 MOT講座 

平成24年度岡山

企画会議 

平成24年 

4月～ 

平成25年 

3月 

鹿田キャンパス 

総合教育研究 

棟1Fデータ解 

析検討室 

・第1回： 5月 8日(火) 出席者 9名 

・第2回： 6月19日(火) 出席者 6名 

・第3回： 7月18日(水) 出席者 9名 

・第4回： 9月26日(水) 出席者 9名 

・第5回：10月31日(水) 出席者 8名 

・第6回：11月27日(火) 出席者 6名 

・第7回：平成25年1月11日(金) 出席者 7名 

・第8回：平成25年2月13日(水) 出席者 7名 

・第9回：平成25年3月22日(金) 出席者 7名 

岡山県医用工学

研究会(第93回) 
6月7日 

鹿田キャンパス

図書館3F 

講演会 

（出席者：セミナー 75名，交流会 40名） 

遺伝子治療推進 7月5日 京都大学東京 24名出席／参加企業 10社 



産学懇話会 

（第14回） 

オフィス 

（東京都港区) 

理工学系研究者

の手術室見学会 

(オペ室ラーニ 

ング) 

平成24年 

4月～ 

平成25年 

3月 

岡山大学病院 

 中央手術部 

・第 8回： 6月20日(水) 参加者 4名 

・第 9回：10月 3日(水) 参加者 4名 

・第10回：平成25年2月6日(水) 参加者 2名 

遺伝子治療推進

産学懇話会 

（第15回） 

9月25日 

京都大学東京 

オフィス 

（東京都港区) 

21名出席／参加企業 8社 

Bio Japan 2012 
10月10日～ 

10月12日 

パシフィコ横浜

（横浜市西区) 

ワールドビジネスフォーラム：岡山大学か

らプレゼンテーション（30分×7テーマ） 

岡山県医用工学

研究会(第94回) 
10月19日 

鹿田キャンパ

ス･地域医療人

材育成センター

お か や ま

(MUSCAT CUBE) 

3F講義室 

講演会（63名 出席） 

岡山大学知恵の

見本市2012 
11月2日 

創立五十周年 

記念館 

医歯薬保系研究者から13件，メディカルテ

クノおかやまから1件の計14件を含め，全

学･地元企業で66件の研究紹介と，3件の実

物展示 

産学連携学会 

関西･中四国支

部会 第４回研

究事例発表会 

12月7日 

トマト銀行 

岡山駅前ビル 

（岡山市北区) 

産学連携の成功事例を発表（夜尿症トレー

ニングシステム／発表：桐田コーディネー

タ） 

遺伝子治療推進

産学懇話会 

（第16回） 

平成25年 

1月23日 

京都大学東京 

オフィス（東京

都港区) 

20名出席／参加企業10社 

岡山県医用工学

研究会(第95回) 

平成25年 

2月6日 

ピュアリティ 

まきび 

（岡山市北区) 

講演会（96名 出席） 

医薬品医療機器

総 合 機 構

（PMDA)相談会 

平成25年 

2月14日 

オルガホール 

（岡山市北区) 

主催：中国経済産業局 

支援：メディカルテクノおかやま 

岡山大学新医療創造支援本部 

岡山大学から3件の相談 

東アジア遺伝子

治療推進懇話会 

（第2回） 

平成25年 

3月30日 

岡山プラザ 

ホテル 

（岡山市中区) 

第17回遺伝子治療推進産学懇話会と併催 

懇話会（114名出席／参加企業 38社／日本9

名，中国4名，韓国3名が招待参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BIO tech 2012 

岡山大学ブース（東京ビッグサイト） 

[4月25日～27日] 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bio Japan 2012 岡山大学ブースおよびプレゼンテーション（パシフィコ横浜）[10月10日～12日] 

岡山県医用工学研究会（第93回） 

（鹿田・図書館3F） 

［6月7日］ 

 

講演者：協和ファインテック㈱ 

橋本 明典 社長 

岡山県医用工学研究会（第95回） 

（ピュアリティまきび） 

［平成25年2月6日］ 

岡山県医用工学研究会（第94回） 

（地域医療人材育成センターおかやま 

MUSCAT CUBE 3F講義室）［10月19日］ 

 

講演者：経済産業省商務情報政策局 

ヘルスケア産業課医療・ 

福祉機器産業室 

濱田 祐治 室長補佐 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学 知恵の見本市2012  

（岡山大学津島キャンパス 

創立五十周年記念館） [11月2日] 

公文会長(中央）と日中韓の 
来賓の方々 

開会の挨拶（山本理事／副学長） 

第2回東アジア遺伝子治療推進懇話会（第17回 遺伝子治療推進産学懇話会） 

（岡山プラザホテル）[平成25年3月30日] 



 

 

 

 

 

 

 

４．知的財産活動 
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５．１ 平成２４年度産学官融合センター活動実績 

 

（１）研究活動 

 

平成 24年度に産学官融合センターにおいて行われた研究は以下のとおりです。 

所属・職名 研究代表者 研 究 課 題 研究期間 

大学院自然科学研究科（工） 

教授 

塚 田 啓 二 高温超伝導SQUIDを用いた

先端・非破壊センシング技

術の研究開発 

平成 23年 12月～ 

平成 29年 3月～ 

研究推進産学官連携機構 

准教授 

産学官融合センター長 

藤 原 貴 典 超硬材料の縦軸正面研削

機構に関する研究 

一方向凝固法による酸化

物共晶複合材料（MGC材料）

の研削加工の研究 

平成 23年 4月～ 

平成 25年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

教授 

堀 部 明 彦 マイクロナノバブルを応

用した技術開発研究 

平成 23年 4月～ 

平成 25年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

准教授 

豊 田 啓 孝 ＥＢＧ構造ノイズ抑制部

品の研究 

平成 24年 4月～ 

平成 25年 3月 

レーザー走査型テラヘル

ツイメージングシステム

の開発と応用分野開拓 

平成 23年 4月～ 

平成 28年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

講師 

押 木 俊 之 低炭素化社会を先導する

革新的金属触媒機能の開

発 

工業的に価値あるアクリ

ルアミド製造のための新

たな固体酸触媒の開発，な

ど 

平成 20年 12月～ 

平成 26年 3月 

石油樹脂製造用の新たな

触媒系に関する基盤技術

開発 

平成 23年 4月～ 

平成 26年 3月 

超耐熱性石油樹脂製造用

の次世代錯体触媒の開発 

平成 24年 5月～ 

平成 26年 3月 

大学院医歯薬学総合研究科（医） 

助教 

小阪美津子 幹細胞研究用試薬・機器の

開発 

組織幹細胞および癌幹細

胞の特異的分子の同定と

診断への応用 

平成 24年 4月～ 

平成 27年 3月 

 

 



（２）諸会議への参加 

  

 共同研究センターのセンター長および専任教員を対象とする会議が年間 4回開催されます。こ

れらは，全国の国立大学法人の産学官連携部門のセンター長および専任教員を対象として，それ

ぞれが唯一の会議として開催されており，岡山大学は１）～２）に参加しました。 

 

１）平成 24年度中国・四国地区 国立大学法人 地域共同研究センター等センター長会議 

 当番大学：香川大学 

 日  程：平成 24年 7月 20日（金） 

 会  場：香川大学研究交流棟５階研究者交流スペース（高松市幸町） 

 出 席 者：産学官融合センター長・准教授・藤原貴典，研究交流部産学連携推進課・総括主査・

飯田政隆，研究交流部研究交流企画課・主査・阿部貴之，研究推進産学官連携機構・

事務職員・鳥津美枝 

 内  容：講演「産学官連携の“これまで”と“これから”」 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

       大学技術移転推進室長補佐 石田雄三 氏 

      協議事項「地方大学における知的創造と地域への還元～他機関との連携を通して～」 

       ①産学金連携活動の強化について 

       ②「産学連携センター」から「地域プロジェクト創出センター」へ 

       ③自治体との連携・取組強化について 

      アドバイザー 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

       大学技術移転推進室長補佐 石田雄三 氏 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

       大学技術移転推進室 企画調査係 佐藤祥嗣 氏 

      情報交換会（大学会館） 

 なお，次年度（平成 25年度）は岡山大学が当番大学として開催されます。 

 

２）平成 24年度第 25回国立大学法人共同研究センター専任教員会議 

 当番大学：山梨大学 

 日  程：平成 24年 8月 30日（木）～31日（金） 

 会  場：山梨県いさわ温泉 華やぎの章 慶山（山梨県笛吹市石和町市部 822） 

 出 席 者：産学官融合センター長・准教授・藤原貴典 

 内  容：【8月 30日】 

      基調講演 「産学官連携の“これまで”と“これから”」 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

       大学技術移転推進室長補佐 石田雄三 氏 

      （第 1部）今までの会議の実情説明とアンケート分析報告 

      （第 2部）パネルディスカッション 

         － これからの産学官連携と共同研究センター － 

           ・産学官連携の経緯と今後の方向 

           ・共同研究センターの位置付けと専任教員の役割 

           ・専任教員会議の役割と今後の会議運営 

      情報交換会 

      【8 月 31日】 

      意見交換 － これからの産学連携と共同研究センター － 



 なお，次年度（平成 25年度）は横浜国立大学が当番校として開催されます。 

 

３）第 24回国立大学法人共同研究センター長等会議（知恵の見本市と重なり，欠席） 

 当番大学：山形大学 

 日  程：平成 24年 11 月 1日（木），2日（金） 

 会  場：東京第一ホテル米沢（山形県米沢市中央） 

 内  容：【11月 1日】 

      基調講演「産学官連携の戦略的展開」 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課長 里美朋香 氏 

      全体協議 

      分科会テーマ 「分科会Ａ：産学連携の国際戦略」 

               議題：「グローバルな視点からの産学連携推進」 
                 「国際競争力ある地域資源の活用」 

             「分科会Ｂ：産学連携の地域戦略」 

               議題：「地域の諸団体との連携」 
                 「新たな地域力の発掘」 

      情報交換会 

      【11 月 2日】 

      講演「山形大学有機エレクトロニクス構想について」 

       山形大学 有機エレクトロニクス研究センター長 大場好弘 氏 

      分科会報告 

      山形大学有機エレクトロニクス研究センター見学 

 なお，次年度は鹿児島大学が当番校として開催されます。 

 

４）国立大学法人共同研究センター西日本ブロック専任教員会議 

  （業務の都合－第 27回振動技術懇談会開催－で欠席） 

 日  程：平成 25年 3月 8日（金） 

 会  場：京都工芸繊維大学 松ヶ崎キャンパス 総合研究棟 ４Ｆ多目的室 
      （京都府京都市左京区松ケ崎橋上町） 

 内  容：意見交換 

      テーマ「国立大学サバイバル－大学のミッションの再定義と産学連携－」 

      情報交換会 

 



 

 

 

 

 

 

 

６．新技術研究センター 

 

 

 

 

 

 



６．１ 平成 24年度新技術研究センター活動実績 

 

 当機構は，研究推進本部，産学官連携本部，知財本部，社会連携本部，新医療創造支援本部お

よび新技術研究センター，産学官融合センターの 5本部 2センターにより構成されています。 

 この内，新技術研究センターは平成 8年に大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーとして

設置されましたが，現在は大型プロジェクト研究拠点として，テニュア・トラック教員が，研究

支援者の協力のもとに複数の研究領域にまたがる研究を推進する異分野融合先端研究コア（※）

の研究拠点となっています。 

 平成 24年度は，下記 10名の研究者（准教授（特任）3，助教（特任）7名）がそれぞれの研究

を推進しました。 

 

※  異分野融合先端研究コア 

 岡山大学は，将来の基幹技術となりうる異分野融合新領域創出を研究の重点と位置づけ，その

担い手である若手研究者育成を行っています。文部科学省・科学技術振興調整費「若手研究者の

自立的研究環境整備促進」事業の支援のもとで，若手研究者を中心とする研究組織「異分野融合

先端研究コア」が平成 20年度に設置されました。 

 

異分野融合先端研究コアにおいて推進中の研究 

  研究者名              研  究  課  題    研究期間 

 金原 正幸 
導電性無機ナノ粒子を用いた完全溶液プロセスによる半導体

デバイスの創製 

H23年2月 

～H25年3月 

 佐藤 伸※ 四肢再生と再生能力の進化 
H21年1月 

～H25年3月 

 高橋 一男 
進化的キャパシターの探索とその遺伝的多様性維持機能の解

明 

H21年2月 

～H25年3月 

Tanganathan 

Uma 

Development of proton-conducting hybrid membranes for  

PEMFCs 

H21年4月 

～H25年3月 

 仁科 勇太 複雑な反応系での有機化学 
H22年4月 

～H25年3月 

 能年 義輝 
ケミカルバイオロジーによる植物免疫機構の解明と新規植物

保護手法の開発 

H21年1月 

～H25年3月 

 兵藤 不二夫 生物の同位体が解き明かす陸上生態系の食物網の構造 
H21年1月 

～H25年3月 

 松浦 宏治 
新規マイクロ・ナノスケールデバイスを用いた細胞および生体

分子機能解析 

H20年12月 

～H25年3月 

 守屋 央朗※ 生物学実験と理論の融合による細胞のロバストネスの研究 
H21年2月 

～25年3月 

 脇元 修一※ ソフトアクチュエータを基盤とした生体接触デバイスの研究 
H21年4月 

～25年3月 

※印：准教授（特任），無印：助教（特任） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

７．その他活動 

 

 

 

 

 

 



７．１ 大学発ベンチャー起業支援活動 

 

岡山大学からはこれまで 28 社の大学発ベンチャー企業が創出されています。この大学発ベン

チャーに対する起業支援をミッションの一つとして担っているのが，岡山大学研究推進産学官連

携機構です。当機構では，主に学生を対象として大学発ベンチャー支援を行っている「岡山大学

ベンチャー研究会 OUVL」（主催：キャリア開発センター 杉山慎策教授）や，ベンチャー企業の

ために入居施設を維持管理しながらビジネスサポートを行っている「（独）中小企業基盤整備機

構・岡山大インキュベータ」などと連携しながら，教員等の研究開発シーズを活用したベンチャ

ー起業を支援しています。平成 24年度は以下の活動を行いました。 

 

 ①大学発ベンチャーを創出しようと考えている教員等からの相談に対応しました。この個別相

談の中で，大学発ベンチャー立ち上げの手順の説明，起業・運営資金獲得のためのキャピタ

ルファンドや競争的資金獲得等の方法について紹介を行いました。平成 24 度は教員から 3

件の相談がありました。 

 

 ②研究開発の側面支援機関として研究開発当初から参画し，大学発ベンチャー創出を目指した 

競争的資金を得る際には，教員，企業と協力して申請書類の作成にあたりました。採択され 

た後は研究開発とベンチャー創出の支援を行ってきました。 

平成 23年度まで 3年間続いた文部科学省「若手研究者ベンチャー創出推進事業」では，事 

業期間終了後の平成 24年 6月 1日に「株式会社グライコポリマーサイエンス」という社名で

ベンチャー会社を創設しました。現在も会社運営や競争的資金獲得のための支援を継続して

います。また，平成 24年度に採択された文部科学省「研究成果最適展開支援事業（A-STEP）」

の「起業挑戦タイプ（本格研究開発ステージ）」では，側面支援機関として研究開発に参画す

るとともに，事業期間終了後の平成 28年度に大学発ベンチャー創設を目指しています。 

   

＜参考＞ 

    ・科学技術振興機構報 第 888号「持続的な抗菌効果を発揮して，口腔感染症を予防す 

る口腔ケア剤を開発するベンチャー企業設立」（平成 24年 6月 12日） 

    ・日経ビジネス「日本を救う次世代ベンチャー100」（平成 24年 10 月 8日） 

    ・岡山大学 PRESS RELEASE 岡山大学発「口腔ケア剤開発ベンチャー企業」設立（平成 24 

年 7月 19日） 

   

関連する連絡先等は以下のとおりです。 

   ①岡山大学 研究推進産学官連携機構 産学官連携本部 

      http://www.okayama-u.net/renkei/ 

          TEL.086-251-8465    

   

②岡山大学ベンチャー研究会 

      http://okadai-venture.upper.jp/ 

      TEL.086-251-7312 

 

   ③（独）中小企業基盤整備機構・岡山大インキュベータ 

     http://www.smrj.go.jp/incubation/od-plus/ 

          TEL.086-214-5711 

http://okadai-venture.upper.jp/
http://www.smrj.go.jp/incubation/od-plus/


７．２ 広報・啓発活動 

 

（１）研究推進産学官連携機構ホームページの運用 

  

平成 20 年度の本ページ公開以来，専従者を配置して，最新の情報を提供できるよう随時メン

テナンスを行っています。平成 24 年度においては，サイトイメージを大学の公式ホームページ

と同じ「コミュニケーションシンボル」と「岡大ブルー」の色調に刷新しました。さらに，本学

教員が開催責任者を務める学会やカンファレンス等の一覧を掲載した，学術集会情報のページを

公開したほか，海外からのアクセスに対応するため英語版のページを新たに公開しています。英

語版のコンテンツはまだ少ないですが，今後充実させていく予定です。その他，イベント参加者

あるいは共同研究等で大学と連携しようとする企業の皆様への利便性を考慮し，各種イベント類

の案内チラシ，共同研究等の契約書類を本ページで提供しています。 

また，本ページでは，最新の学内教員の研究シーズを，さまざまな切り口から閲覧していただ

けるよう，大学公式ページ内の教員情報データベース「岡山大学 研究者総覧（http://soran.cc.

okayama-u.ac.jp/）」にリンクするとともに，冊子形式にまとめた研究シーズをご覧頂けるよう，

「岡山大学 研究者カタログ 2011（ダウンロード版）」（現在の最新版は 2011年版）を掲載してい

ます。ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産学官融合センターメールマガジンの発信 
 

平成16年4月から配信を開始した本メールマガジンは，地域企業技術者ならびに学内教員を対象

として約2,000件のアドレスに向けて発信しています。内容は，岡山地域の産学官連携情報や融合

センターを中心とする開催行事の告知と募集内容です。また，学内外イベントや補助金公募情報

などの告知も，適時「号外」として発信しています。 

 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 産学官融合センター 過去の刊行物 

http://okayama-u.net/renkei/contents/10_07.html 

研究推進産学官連携機構ホームページ ： http://okayama-u.net/ 

英語版トップページ 日本語版トップページ 



 

（３）岡大サイエンスカフェ 

 
  岡山大学には 11 学部，7 研究科さらに 16 研究センターを有しており，自然科学，社会文化科

学，医学等，教育学等，広範囲の領域の研究が行われています。岡山大学の研究は人間の知的好

奇心を満足させる研究，人間の生活向上に役立つ研究，人間の生命を守る研究，人間を教育する

研究等があり，これらの研究成果は人類に幸せをもたらせ，豊かな社会を築き，明るい持続可能

な未来社会の発展に寄与することを期待しています。岡大サイエンスカフェでは，これらの研究

成果を広範囲の階層，年齢層の市民を対象に，研究者が平易な言葉で，分かり易く説明し，科学

のおもしろさ，真理の深さ，不思議さなどについて語り，市民の関心に応えるべく様々な話題を

提供しています。参加者にコーヒー，ジュース，菓子等を提供し，くつろいだ雰囲気の下で，約

１時間半，講演と質疑の時間を楽しく過ごすことができます。隔月ごとに開催することを原則と

していますが，科学的に大きな話題があるときには，特別企画として，たとえば今年度は，日本

人のノーベル賞の受賞に併せてｉＰＳ細胞を取り上げました。大学の先生の個人的なキャラクタ

ーに触れてもらうために「大学の先生と語る会 ～科学・研究って？～」コーナーを設け，生物，

化学，数学の先生に研究の動機，思いなどを語っていただきました。さらに参加者の要求に応じ

て，同じテーマでカフェの続編を企画し，大勢の参加を得ました。また会場を初めて国際交流会

館ラウンジで行い会議室とは異なる雰囲気の下でカフェを開催しました。 

2006 年から始まった岡大サイエンスカフェは今年度の 2 月開催をもって 35 回を迎え，過去の

サイエンスカフェを振り返り，写真で綴る「岡大サイエンスカフェの足跡」を，冊子にまとめま

した。７年間のテーマの変遷を知ることができます。 
 

 サイエンスカフェの案内は社会連携本部のホームページに掲載しており，インターネットで参

加申し込みができるようにしました。各回のテーマと URLを下に示しています。 

 平成 24年度サイエンスカフェの講演テーマは以下の通りです。 

 

第 29回岡大サイエンスカフェ                                 

開催日：平成 24年 4月 20日（金） 

開催場所：岡山大学創立五十周年記念館 会議室 

テーマ：宇宙の現在・過去・未来 ～経験科学としての宇宙史～  

講 師：吉村太彦 教授（理学部） 

参加者数：107名 

URL:http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_29.html 

 

サイエンスカフェ番外編 (共催事業） 

  開催日：6月 2日～6月 30日（環境月間） 

  開催場所：岡山県環境保全事業団環境学習センター「アスエコ」 

  テーマ：おかやまの大学のココがすごい！ 

  パネル出品者とテーマ：沖 陽子 教授（現在の外来種は将来の自生種？），久保園芳博 教

授（未来を変える炭素材料とエレクトロニクス），永禮英明 准教授（植物による畑地浄

化と植物体の付加価値創造を通じた水環境の保全：植物体からのリンの回収），池田 直 

教授（夢の電子材料グリーンフェライト®），藤原健史 教授（水害廃棄物量の予測手法と

仮置場選定支援システムの開発） 

  講  演  

テーマ：バイオマス資源化による農村地域水環境の保全 

  講 師：永禮英明 准教授 



 

期間中入館者数 約 700名 

  URL: http://www.okayama-u.net/renkei/contents/pdf/event/2012asueco.pdf 

 

第 30回岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 24年 6月 15日（金） 

開催場所：岡山大学国際交流会館 ラウンジ 

第１部 テーマ 多様な木と森 

講 師：山本進一 理事（副学長） 

第２部 テーマ 大学の先生と語る会 ～科学・研究って？～ 

講 師：山本進一 理事（生物学），吉野雄二 教授（数学），田中秀樹 教授（化学）  

参加者数： 98名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_30.html 

 

第 31回岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 24年 8月 10日（金） 

開催場所：岡山大学創立五十周年記念館 会議室 

テーマ：自治体の借金と家計の借金 

講 師：平野正樹 教授（大学院社会文化科学研究科） 

参加者数： 73名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_31.html 

 

第 32回岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 24年 10月 26日（金） 

開催場所：岡山大学国際交流会館 ラウンジ 

テーマ：様々な「資源」をもたらす海底温泉 “海底熱水系”の最前線 ～地球の生命を生

み出した「資源」から我々の生活に欠かせないレアメタル「資源」まで～ 

講 師：山中寿朗 准教授（大学院自然科学研究科（理）） 

参加者数： 73名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_32.html 

 

第 33回岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 24年 11月 29日（木） 

開催場所：岡山大学創立五十周年記念館 会議室 

テーマ：多様な木と森（続編） ～森は生きている～ 

講 師：山本進一 理事（副学長） 

参加者数：101名 

    URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_33.html 

 

第 34回岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 24年 12 月 21日（金） 

開催場所：岡山大学創立五十周年記念館 会議室 

テーマ：脳神経内科の最前線 ～アンチエイジングで認知症や脳卒中を予防する～ 

講 師：阿部康二 教授（大学院医歯薬学総合研究科（医）） 

参加者数： 81名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_34.html 



 

特別企画 岡大サイエンスカフェ 

  開催日：平成 25年 2月 4日（月） 

  開催場所：岡山大学創立五十周年記念館 多目的ホール 

  テーマ：岡山大学における iＰＳ細胞の研究 ～iＰＳ細胞の原理とその将来～ 

  テーマ１ iＰＳ細胞から作るガン幹細胞 

  講 師 妹尾昌治 教授（大学院自然科学研究科（工）） 

  テーマ２ iＰＳ細胞を用いた心疾患の新たな診断法と治療開発 

  講 師 王 英正 教授（岡山大学病院） 

    参加者数 222 名 

    URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/sciencecafeSp.pdf 

 

第 35回 岡大サイエンスカフェ 

開催日：平成 25年 2月 15日（金） 

開催場所：岡山大学国際交流会館 ラウンジ 

テーマ：陸域最大の炭素貯蔵庫 「土壌」の恵み ～環境資源「土壌」の劣化と修復～ 

講 師：森 也寸志 准教授（大学院環境生命科学研究科（環）） 

参加者数：88名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/contents/sciencecafe/science2011_35.html 

  

サイエンスカフェ参加者数の年推移：平成 20年度 191名（4回），平成 21年度 320名（6回），

平成 22年度 323名（6回），平成 23度 421名（6回）, 平成 24年度 843名（8回） 

第 1回から第 35回までの延べ参加者数は 2167名になりました。 

            （ ）内はサイエンスカフェの年間開催回数 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



（４）岡山リサーチパーク一般公開「おもしろ体験でぇ～」 

  

日  時：平成 24年 7月 20日（金） 10時～ オープニングセレモニー 

     平成 23年 7月 22日（金） 10時～16時 一般公開 1日目 

     平成 23年 7月 21日（土） 10時～16時 一般公開 2日目 

場  所：テクノサポート岡山 1階（岡山リサーチパーク内，岡山市北区芳賀 5301） 

主  催：平成 23年度「おもしろ体験でぇ～」実行委員会 

     (公財)岡山県産業振興財団，岡山県工業技術センター，岡山大学産学官融合センター，

岡山リサーチパークインキュベーションセンター（ORIC），（一社）岡山県発明協会，

（社）システムエンジニアリング岡山 

後  援：岡山県教育委員会，岡山市教育委員会，倉敷市教育委員会 

趣  旨：岡山リサーチパークを県民の皆様方に公開し，その役割の周知を図るとともに，未来

を担う子供たちが科学技術の重要性やすばらしさを実感できる場を提供する。 

テ ー マ：見て・ふれて・学ぶ おどろきの夏 

出 展 数：27 件 

参加者数：約 2,400 名 

 

 岡山大学関係の出展は，岡山大学 3件，企業参加 1件の合計 4件に増えました。出展者には心

から感謝いたします。 

 

出展内容と出展者の感想 

１）「人の動きを助ける空気圧ロボット」 

  岡山大学大学院自然科学研究科（工学系）則次研究室 

  立ち上がり支援，歩行動作支援，腕のリハビリ支援用の各種空気圧ロボットの実演。 

  感想：今回の展示スペースは十分広く，スムーズな運営ができました。 

２）「移動ロボット」 

  岡山大学大学院自然科学研究科（工学系）鈴森研究室 

  オムニホイールを採用した，全方向移動ロボットの実演。 

  感想：体験型の展示であり，自分で操作する楽しさを感じてもらえたように思います。 

３）あっ！！色と光のふしぎ体験～「マジックペンの色のふしぎを調べよう！～ 

  岡山大学大学院自然科学研究科（工学系）・押木先生 

  水性マジックペンの色の秘密を，コーヒーフィルターと水を使って調べる実演。 

  感想：多くの小学生が訪れる教育的で貴重なイベントだと思いますので，今後も継続して欲

しいと思います。 

４）プラスチックに変身する液体!?ユニークなプラスチック 

  RIMTEC(株)／ゼオンリム(株) 

  液体から固体に変わるプラスチックの反応を実演。 

  感想：子供達が科学技術を実際に目で見て，触れて体験できるということで大変素晴らしい

イベントだと思います。 

 

 主会場のテクノサポート岡山では，今年も村田製作所(株)の「ムラタセイサク君実演」が子供

達の人気を集めていました。また，産学官融合センターで主催する「振動技術リカレント教育」

で講師を務めて頂いている岡山県工業技術センター研究開発部計測制御グループ眞田 明氏，辻 

善夫氏が，音源の上に薄板を置いて振動させ，薄板の上に撒いた砂に生じる模様の変化を実演し

ました（クラドニ図形）。刻々と変わる図形を，子供達が不思議そうに眺めていました。 

 出展者にとっては大変な労力の必要なイベントですが，無事に完了して満足感が残りました。 



 

 

 

 

 

 

 

８．産学官連携戦略展開事業／ 
中国地域産学官連携コンソーシアム 

 

 

 

 

 

 



 



  CPAS Net ID  
 24  23  833 833  
 46  48  62  60  
 561 539  590 567  



 

 

 



 

 

 
 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

９．産学官融合センター研究協力会 
 

 

 

 

 

 



９．１ 岡山大学産学官融合センター研究協力会について 
 

 

岡山大学産学官融合センター 

                         研究協力会 

                               会長  中 島   博 

 

 岡山大学地域共同研究センター（現産学官融合センター）は，平成 2 年に設置され，平成

6年に現在の岡山リサーチパーク内に移転し，本年で設立 23年目になります。同センターの

中心的な活動は，地域企業との共同研究を活発に行い，企業の研究活動の支援と先端技術講

習などによる技術系社員の技術教育を支援していただくことであり，地域との特徴のある関

連性を構築することが求められています。 

このため，当研究協力会では，共同研究を積極的に支援するため，同センターと地域企業

の技術者，研究者の交流の場の提供など，同センターの活性化に貢献させていただいており

ます。 

センターを中心にした共同研究，研究協力をさらに活性化するためには，市場のニーズに

あったテーマを設定し，研究・開発を進めていく必要があります。即ち，環境変化，市場ニ

ーズの多様化に適応した新産業の創生，新商品の開発を可能とする技術の涵養が強く求めら

れているからであります。 

ご承知の通り，岡山県は全国的にも製造業のウェイトが高く，「ものづくり県」として知ら

れています。それゆえ，当地域が持続的な発展を遂げ，活性化していくためには，各企業が

有する技術の更なる高度化を計り，付加価値の高い製品開発が不可欠です。また，速やかに

産業の活性化を図るためには，これまで以上に大学との共同研究を行うことや研究協力を推

し進める産学官の連携も重要となります。このように技術的・人的交流を深め，ネットワー

クを強くしてこそ，個性豊かな地域産業を活性化，高度化が実現してきます。 

産学官融合センターにおかれましては，この研究協力会を一つの核として，地域産業の活

性化を図る上で不可欠である産学官の連携による新産業や新事業の創生を図り，地域の活性

化に大いに貢献していただきたいと考えております。 

皆様方には，何卒，当研究協力会の目的につきましてご理解賜りますよう，ご支援ご協力

のほどお願い申し上げます。 

（研究協力会設立：平成 7年 9月） 

 



９．２ 平成 24年度事業計画及び活動報告 

 

１）会 議 

  理事会・総会 平成 24年 6月 22日（金）岡山大学創立五十周年記念館 

    出 席 者： 中島 博 会長 他 22名 

    配付資料： 1)「研究協力会」理事会・総会 資料 

          2)岡山大学研究推進産学官連携機構年報 2011 

          3)岡山大学知恵の見本市 2011案内パンフレット 

          4)岡山大学知恵の見本市 2012のご案内 

          5)中国地域産学官連携コンソーシアムご案内 

          6)岡山大学産学官融合センター振動技術教育のご案内 

          7)岡山大学産学官融合センターMOT研修会のご案内 

          8)岡山大学産学官融合センター「研究協力会」入会のご案内 

    議  事： 第 1 号議案 役員の選任及び補充選任について 

          第 2 号議案 平成 23年度事業報告及び収支決算について 

          第 3 号議案 平成 24年度事業計画(案)及び収支予算(案)について 

          第 4 号議案 その他 

２）事 業 

 (1) 産・学・官の交流促進のための研究会への支援 

① 産学連携研究会 

産学連携を促進するための企業と大学との研究会 

   ② 技術相談会 

     企業と大学との技術相談会 

上記開催に必要な経費の助成 

 (2) 講演会，セミナー開催への支援 

   講演会及びセミナー開催に必要な経費の助成 

 (3) 研究シーズ展示発表事業への支援 

   シーズ展示会（知恵の見本市等）開催に必要な経費の助成 

     研究展示発表会への出展経費支援 

 (4) センター関連印刷物への支援 

   研究協力会会員及びセンター訪問者等への配布印刷物作成費の助成 

 (5) プレ共同研究事業への支援 

   研究会会員との共同研究実施のための事前調査・研究（プレ共同研究）に必要な経費の助

成 



９．３ 岡山大学産学官融合センター研究協力会の案内 

 

［事業内容］ 

1．共同研究，研究協力の推進 

会員と大学・産学官融合センターの教員とが共同研究を行うことを推進します。また，教

員の行う研究に対する研究協力（受託研究，奨学寄付金，寄付講座等）を推進します。 

 

2．産・学・官の間の交流 

大学・産学官融合センターの教員，他大学の教員，岡山県工業技術センター等の研究員お

よび企業の技術者・研究者の交流の場を提供します。 

 

3．産業界の技術向上への援助及び推進 

産学官融合センターの行う科学技術相談(無料)の取り次ぎを行います。また，本学の研究

成果等を地域の皆様に紹介するための知恵の見本市の開催やシーズ集の発行等を支援しま

す。 

 

4．講演会，セミナー等による技術者教育 

大学・産学官融合センターが企画・実施する講習会，セミナーの開催支援の他，技術者の

育成を図るための分科会や研究発表会等を開催いたします。また，受託研究員制度により，

大学等への技術者の派遣を推進します。 

 

5．その他の事業 

その他，当研究協力会の目的達成のために必要な事業を行います。 

 

［事業運営等］ 

 

1．会  員 

本会の事業に賛同する個人，法人をもって研究協力会を組織します。 

 

2．役  員 

会長 1名，副会長若干名，理事 40名以上 50名程度，庶務理事 2名，監事 1名を置きます。 

 

3．運営経費 

会員からの会費により運営していきます。 

年会費  1 口 5万円 

 

4．研究協力会設立の時期 

平成 7年 9月 



９．４ 岡山大学産学官融合センター研究協力会規約 

 

(名  称) 

第 1条 本会は岡山大学産学官融合センター研究協力会と称する。 

(事 務 局) 

第 2条 (1) 本会の事務局を岡山大学産学官融合センターに置く。 

 (2) 事務局には必要に応じ事務長を置く。 

(目  的) 

第 3条 本会は，岡山大学産学官融合センターと，主として地域に於ける産業界との密接な

連繋・協力によって，創造的技術・商品開発技術の向上を図り，個性豊かな地域産

業を活性化，高度化することを目的とする。 

(事  業) 

第 4条 本会の目的を達成するために次の事業を行う。 

 (1) 共同研究，研究協力の推進 

 (2) 産・官・学の交流促進 

 (3) 産業界の技術向上に関する援助及び推進 

 (4) 講習会，セミナー等による技術者教育の実施 

 (5) その他本会の目的を達成するために必要な事業 

(事業年度) 

第 5条 本会の事業年度は，毎年 4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終わる。 

(会  員) 

第 6条 本会は，本会の事業に賛同する者をもって組織する。 

(役  員) 

第 7条 (1) 本会には，次の役員を置く。 

   ○会  長      1名 

   ○副 会 長     若干名 

   ○理  事     40名以上 50名程度 

   ○庶務理事      2名 

   ○監  事      2名 

 (2) 理事の内 1名を会長とする他，若干名の副会長及び 2名の庶務理事を置く。 

 (3) 理事，監事は総会で選任し，会長，副会長は理事の互選とする。 

 (4) 理事は本会の業務の処理にあたる。 

 (5) 役員の任期は 2年とする。但し，再任を妨げない。任期満了の場合においては 

  後任者が就任するまでその職務を行わなければならない。なお，補充選任され 

  た役員の任期は前任者の残任期間とする。 

(役員の職務) 

第 8条 (1) 理事は理事会を組織し，本会の業務の執行を決定する。 

 (2) 会長は本会を代表し，会務を総括する。 

 (3) 副会長は会長を補佐し，会長に事故ある時はその職務を代行する。 

 (4) 庶務理事は，会長，副会長の命を受け庶務を掌る。 

 (5) 監事は本会の会計を監査する。 

 (顧問・参与) 

第 9条 (1) 本会には顧問，参与を置く。 

 (2) 顧問及び参与は理事会の推薦により会長が委属する。 

 (3) 顧問及び参与は会長の諮問に応じ，又は会議に出席して意見を述べることがで 

  きる。 

(会  議) 

第 10条 本会の会議は，総会と理事会とする。総会は会員をもって構成し，理事会は理事，

監事をもって構成する。 



(総  会) 

第 11条 (1) 総会は年 1回とし，会長がこれを招集し議長となる。 

 (2) 総会では，次のことを行う。 

   ○事業，会計の報告及び承認 

   ○役員の改選 

   ○規約の変更 

   ○その他の必要事項 

(理 事 会) 

第 12条 (1) 理事会は必要に応じて会長が召集し議長となる。 

 (2) 理事会は事業を企画し，これを執行する。 

(分 科 会) 

第 13条 (1) 本会には分科会を置くことができる。 

 (2) 分科会の組織及び運営については理事会で定める。 

(経  費) 

第 14条 本会の運営に必要な経費は，会費，寄附金及びその他の収入をもって充てる。 

(会  費) 

第 15条 年会費は 50,000 円とする。なお，既納の会費は退会，その他の理由によって返戻し

ない。 

(入会・退会) 

第 16条 入会及び退会は本会事務局に書面により届け出なければならない。 

(そ の 他) 

第 17条 この規約に定めるものの他に必要な事項は，理事会において定める。 

 

附 則 

(1) この規約は平成 7年 9月 22日から実施する。 

(2) 設立当初の事業年度は第 5条の規定にかかわらず，平成 8年 3月 31日とする。 

(3) 設立当初の役員の任期は第 7条 5項の規定にかかわらず，平成 9年 3月 31日とする。 

(4) この規約は，平成 18年 7月 12日から施行し，平成 18年 4月 1日から適用とする。 

(5) この規約は，平成 19年 6月 13日から施行する。 



９．５ 岡山大学産学官融合センター研究協力会会員 

 

平成 25年 4月現在 

 

 1 岡山県経済団体連絡協議会 25 株式会社クラレ くらしき研究センター 

2 岡山県商工会議所連合会                      構造・物性研究所 

3 公益財団法人岡山県産業振興財団  26 コアテック株式会社 

4 岡山県経営者協会 27 山陽電研株式会社 

5 社団法人岡山経済同友会 28 山陽放送株式会社 

6 一般社団法人岡山県機械金属工業連合会 29 JFEスチール株式会社 西日本製鉄所 

7 一般社団法人システムエンジニアリング岡山 30 品川リフラクトリーズ株式会社 

8 財団法人岡山経済研究所 31 ゼノー・テック株式会社 

9 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 32 タカヤ株式会社 

   中国職業能力開発大学校 33 株式会社滝澤鉄工所 

10 株式会社英田エンジニアリング              34 DOWA IPクリエイション株式会社 

11 株式会社アステア 35 ナカシマホールディングス株式会社 

12 株式会社アルマ経営研究所  36 株式会社中原製作所 

13 イーグル工業株式会社 岡山事業場  37 日本エクスラン工業株式会社 

14 協同組合ウイングバレイ 38  株式会社林原 

15 株式会社ウエスコ  39 パナソニック株式会社 AVC ﾈｯﾄﾜｰｸｽ社 

16 内山工業株式会社    ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

17 株式会社エイト日本技術開発 40 パンパシフィック・カッパー株式会社 

18 オージー技研株式会社    日比製煉所 

19 オーニット株式会社 41 冨士ベークライト株式会社 

20 株式会社大本組 42 株式会社ホクシン 

21 岡山ガス株式会社 43 三井造船株式会社 玉野事業所  

22 カネタツ株式会社  44 モリマシナリー株式会社  

23 倉敷化工株式会社  45 安田工業株式会社 

24 倉敷ボーリング機工株式会社 
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１０．２ 平成２４年度 研究推進産学官連携機構 活動力レンダー 

 

（１）産学官連携支援活動力レンダー 

 

開 催 日 テ ー マ 開 催 場 所 

  4月20日（金） 第29回 岡大サイエンスカフェ 

宇宙の現在・過去・未来 

～経験科学としての宇宙史～ 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

  4月24日（火） 振動リカレント教育 そのⅠ 

「振動の基礎と実現象への適用」 

岡山大学 

産学官融合センター 

  5月24日（木） 第23回 振動技術懇談会 

高度計算科学研究支援センター見学 

スパコン「京」及び耐震技術設備見学 

π-CAVE 体験 

カワサキワールド見学 

高度計算科学研究 

支援センター 

計算科学研究機構 

神戸大学統合研究拠点 

カワサキワールド 

  5月25日（金） 第1回 MOTセミナー 

「動機付け・開講式」 

岡山大学 

産学官融合センター 

  6月 7日（木） 第2回 MOTセミナー 

「企業基盤」 

岡山大学 

産学官融合センター 

6月 2日（土） 

～6月30日（土） 

 

 6月16日（土） 

岡山大学・環境学習センター「アスエコ」共催事業 

アスエコ環境技術展 

 

アスエコ・カフェ 

バイオマス資源化による農村地域水環境の保全 

環境学習センター 

「アスエコ」 

（岡山市北区下石井） 

  6月15日（金） 第30回 岡大サイエンスカフェ 

第1部 多様な木と森 

第2部 大学の先生と語る会 ～科学・研究って？～ 

岡山大学 

国際交流会館 

 

  6月29日（金） 振動リカレント教育 そのⅡ 

「振動計測と振動試験」 

岡山大学 

産学官融合センター 

 7月18日（水） 第24回 振動技術懇談会 

岡山県立大学情報工学部 話題提供/研究室見学 

キャテック（株）話題提供 

岡山県立大学 

（総社市窪木） 

  7月26日（木） 第3回 MOTセミナー 

「事業ドメイン」 

岡山大学 

産学官融合センター 

  8月 9日（木） 第1回 MOT見学会 

天野実業（株） 里庄第二工場見学会 

天野実業（株） 

（浅口郡里庄町） 

 8月10日（金） 第31回 岡大サイエンスカフェ 

自治体の借金と家計の借金 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

  8月24日（金） 

 8月25日（土） 

第4回 MOTセミナー 

「MOTの経理（マネジメント・ゲーム）」 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

岡山県青年館 

  9月11日（火） 振動リカレント教育 そのⅢ 

「振動診断」 

岡山大学 

産学官融合センター 

  9月13日（木） 第2回 MOT見学会 

(株)アステア 第5工場見学会 

(株)アステア 

（総社市久代） 



  9月26日（水） 第5回 MOTセミナー 

「マーケティング」 

岡山大学 

産学官融合センター 

 10月 9日（火） 第3回 MOT見学会 

新中野工業(株) 玉野工場見学会 

新中野工業(株) 

（玉野市田井） 

 10月16日（火） 第25回 振動技術懇談会 

広島大学大学院工学研究院 話題提供/研究室見学 

広島大学 

（東広島市鏡山） 

 10月24日（水） 第6回 MOTセミナー 

「ロードマップ」 

岡山大学 

産学官融合センター 

 10月26日（金） 第32回 岡大サイエンスカフェ 

様々な「資源」をもたらす海底温泉“海底熱水系”

の最前線～地球の生命を生み出した「資源」から 

我々の生活に欠かせないレアメタル「資源」まで～  

岡山大学 

国際交流会館 

 

11月28日（水） 第7回 MOTセミナー 

「発想法」 

岡山大学 

産学官融合センター 

11月29日（木） 第33回 岡大サイエンスカフェ 

多様な木と森（続編）～森は生きている～ 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

11月30日（金） 振動リカレント教育 そのⅣ 

「ロータの振動と対策」 

岡山大学 

産学官融合センター 

12月 4日（火） 第26回 振動技術懇談会 

岡山県工業技術センターミクロものづくり大学共催   

「音響技術セミナー」として開催 

広島市立大学情報科学研究科 話題提供 

岡山大学産学官融合センター 話題提供 

岡山県工業技術センター 

（岡山市北区芳賀） 

12月19日（水） 第8回 MOTセミナー 

「研究開発と特許出願」 

岡山大学 

産学官融合センター 

12月21日（金） 第34回 岡大サイエンスカフェ 

脳神経内科の最前線～アンチエイジングで認知症

や脳卒中を予防する～ 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

  1月23日（水） 第9回 MOTセミナー 

「プロジェクトマネジメント」 

岡山大学 

産学官融合センター 

2月 4日（月） 特別企画 岡大サイエンスカフェ 

岡山大学におけるｉＰＳ細胞の研究 

～ｉＰＳ細胞の原理とその将来～ 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

2月15日（金） 第35回 岡大サイエンスカフェ 

陸域最大の炭素貯蔵庫「土壌」の恵み 

～環境資源「土壌」の劣化と修復～ 

岡山大学 

国際交流会館 

 

  2月20日（水） 第10回 MOTセミナー 

「販売戦略・閉講式」 

岡山大学 

産学官融合センター 

2月27日（水） 第4回 MOT見学会 

倉敷レーザー(株) 本社工場見学会 

倉敷レーザー(株) 

（倉敷市船穂町） 

2月28日（木） 振動リカレント教育 そのⅤ 

「機械の振動評価とISO振動技術者認証」 

岡山大学 

産学官融合センター 

3月 8日（金） 第27回 振動技術懇談会 

岡山大学大学院環境生命科学研究科（環）・三井造

船（株）話題提供，ＩＭＶ（株）話題提供 

岡山大インキュベータ 

（岡山市北区津島中） 



（２）研究推進活動／研究支援活動カレンダー 

 

開催日程など テ ー マ 開催場所 

平成 24年   

4月～5月 若手研究者支援制度の見直し・検討  

4月～5月 研究者カルテの充実・整備  

4月 各研究科との研究関連の情報交換と検討のために，検討

本部長会議後の，月１回の副研究科長会議の定例化 

 

4月 Okayama Univ. e-Bulletin の発行についての検討・打合

せ 

 

4月～5月 JST CREST 応募調書作成支援（5/15提出）  

4月～6月 リサーチ・アドミニストレータ（URA）の公募・選考  

4月～5月 医農連携についての打ち合わせ  

4月 地域連携型案件の文部科学省概算要求についての打合せ  

4月～5月 平成 24年度科研費 4月内定分の整理・分析  

6月～7月 平成 24年度科研費採択実績の他大学との比較・分析  

7月 H21 年度科研費で優れた採択調書を岡山大学 HP 掲載(学

内限定) 

 

8月～10月 科研費予備計画調書の添削(2回)  

9月 科研費獲得キャンペーン（第１弾）  

9月～10月 科学技術政策研究所「日本の大学ベンチマーキング 2011」

の解析 

 

10月 科研費獲得キャンペーン（第 2弾）  

平成 25年   

1月～2月 研究グループ登録の登録更新  

3月 H24年度リサーチアシスタント（RA）事業についての 

アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

開催日程など テ ー マ 開催場所 

平成 24年 

4月 3日（火） 

第 17回「岡大いちょう並木研究サロン」 

高橋 裕一郎 教授（自然科学研究科） 

五十周年記念館 

1 階サロン 

4 月 6 日(金) 三井造船（株）との包括的研究協力 平成 23 年度年度

第 2 回運営委員会・報告会 

五十周年記念館  

2 階会議室 

4月 25日（水） 学術振興会学術システム研究センター研究員の推薦・説

明会参加 

東京ｸﾞﾘｰﾝ 

ﾊﾟﾚｽ 

5月 9日（水） 医工連携「第３回ロボテック IVR検討会及び CT手術見学」 鹿田・総合教育研

究棟 

会議室 

5月 11日（金） 産総研との連携協議会及び研究交流会 産総研副都心ｾﾝﾀ

ｰ 

5月 30日(水) エネルギー環境新素材拠点の外部評価委員会  工学部 

大会議室 

6月 5日（火） 第 18回「岡大いちょう並木研究サロン」 

野上 保之 准教授（自然科学研究科） 

五十周年記念館  

1 階サロン 

6月 6日(水) TM「データ分析活用セミナー」への参加 TM赤坂ｵﾌｨｽ 

6月 7日(木) E社「研究戦力セミナー」参加 東京ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗ

ﾝｽ 

6月 13日（水） 医工連携「ロボテック IVR検討会」 医学部管理棟 

小会議室 

6月 20日（水） オペ室ラーニング 中央手術室 

7月 4日（水） 国土交通省中国地方整備局との意見交換会 第 2会議室 

7月 17日(火) 

7月 23日(月) 

JST CREST 申請でのヒアリング審査での事前提出資料と

プレゼン練習の支援 
連携機構 

会議室 

7月 20日(金) リサーチアシスタント（RA）公募説明会（津島地区） 工学部 

102講義室 

7月 24日(火) リサーチアシスタント（RA）公募説明会（鹿田地区） 基礎医学講義実

習棟・基礎第 2講

義室 

8月 6日（月） 

8月 7日（火） 

科研費応募調書の書き方講習会（津島地区） 理学部 

第 21講義室 

8月 6日（月） 

8月 8日（水） 

科研費応募調書の書き方講習会（鹿田地区） 医学部基礎医学

棟講義室 

8月 27日(月) JSPS 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プロ

グラム申請 ヒアリング支援 

第 2会議室 

9月 6日(木) 平成 25 年度科学研究費助成事業公募要領等説明会 への

参加 

広島大学 



9月 10日(月) 研究推進支援専門委員会若手育成 WGで若手トップリサー

チャーについて検討  
連携機構 

会議室 

９月 11日（火） 第 19回「岡大いちょう並木研究サロン」 

   加来田 博貴 准教授（医歯薬学総合研究科） 

五十周年記念館  

1 階サロン 

9月 10日（月） 科研費応募説明会（鹿田地区） 医学部基礎医学

棟講義室 

9月 14日（金） 科研費応募説明会（津島地区） 理学部 

第 21講義室 

9月 21日(水) 岡山大学ＵＲＡキックオフシンポウジウム 五十周年記念館 

多目的ﾎｰﾙ 

10月 2日(火) 国立大学協会 大学マネジメントセミナー(研究編) へ

の参加 

学術総合ｾﾝﾀｰ 

一橋講堂 

10月 4日(木) JST研究開発戦略センターと「課題達成型イノベーション

の時代のファンディング」について意見交換 
連携機構 

会議室 

10月 10日(水) 岡山大学第 5回環境・エネルギーシンポジウム 五十周年記念館 

多目的ﾎｰﾙ 

10月 15日（月） 研究推進支援専門委員会若手育成ＷＧで若手トップリサ

ーチャ表彰候補者の検討 

連携機構 

会議室 

10月 17日（水） SPring-8の萌芽的研究支援課題の説明会開催 理学部 

大会議室 

10月 24日（水） 第 8 回「アクチュエータ」シンポジウム  工学部 

第 1講義室 

10月 30日（火） Science 編集長講演会 五十周年記念館 

多目的ﾎｰﾙ 

11月 1日（木） 第 7 回岡山大学・産総研研究交流会 第 1会議室 

11月 2日（金） 岡山大学知恵の見本市 五十周年記念館 

11月 16日(金) 中国地域国立５大学連携事業「化学分野における大学研

究シーズ説明会」 

工学部 

大会議室 

11月 20日(火) 第１回「おかやまレスキュー活動支援システム研究会」 岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀ

ｰ 

11月 22日(木) 平成 23年度学内ＣＯＥ（異分野融合研究支援枠）事業の

成果発表会，及び平成 23年度次世代研究者・異分野研究

連携育成支援事業の中間報告会 

第 2会議室 

11月 26日(月) 三井造船包括的研究協力 平成２４年度中間報告会 及び 

運営委員会 

第 1会議室 

11月 27日(火) 第 20回「岡大いちょう並木研究サロン」 

 三浦 孝仁 教授（教育学研究科） 

基礎医学棟 

大学院 

第１講義室 

12月 19日(水) JST CREST採択プロジェクト「微生物由来のナノ構造制御 第 2会議室 



鉄酸化物の 革新的機能創出 」キックオフシンポジウム：  

平成 25年 

1月 15日（火） 

日本原子力機構との連携協議会開催について，事前打合

せ  

連携機構 

会議室 

1月 17日(木) 岡山大学若手トップ・リサーチャ表彰式  学長室 

1月 29日(火) 第 2 回「おかやまレスキュー支援システム研究会」 岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀ

ｰ 

2月 6日(水) オペ室ラーニング  中央手術室 

2月 12日（火） 平成 22年度次世代研究者・異分野研究連携育成支援事業 

最終報告会  

第 2会議室 

2月 20日（水） 低線量放射線環境安全・安心工学研究教育運営委員会 学務部 

小会議室 

2月 25日（月） 

3月 1日(金) 

平成 22年度次世代研究者・異分野連携体育成支援事業 

 最終報告会 

第 2会議室 

2月 26日（火） 日本原子力研究開発機構との連携協議会 第 2会議室 

3月 1日（金） 「第 21回岡山大学いちょう並木研究サロン」 

妹尾昌治 教授（自然科学研究科） 
五十周年記念館  

1 階サロン 

3月 1日（金） 次世代研究者・異分野連携育成支援事業（フェーズ２） 

選考委員会 
連携機構 

会議室 

3月 5日（火） 情報統括センターとの打合せ 連携機構 

3月 14日(木) アドバンスト・ナノカーボン（ANC）研究会 五十周年記念館

会議室 

3月 15日（金） 連携機構特別フォーラム 連携機構 

会議室 

3月 26日（火） 情報統括センターと研究者総覧についての打合せ 本部 4階 

会議室 

3月 27日（水） 第 3 回「レスキュー活動支援システム研究会」 岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀ

ｰ 

 



１０．３ 共同研究実施状況，外部資金獲得状況 

 
 
 

   
（金額の単位：千円） 

 

       
    H20 年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 

共同研究 
件数 212 185 197 200 199 

金額 335,661 320,041 334,066 328,551 318,611 

        
   

    H20 年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 

受託研究 
件数 218 232 210 266 248 

金額 1,599,758 1,111,750 1,007,362 1,104,096 1,050,271 

        
   

    H20 年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 

寄付金 
件数 2,192 2,124 2,223 2,202 2,156 

金額 1,582,160 1,657,461 1,769,075 1,669,172 1,728,823 

        
   

    H20 年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 

科学研究費補助金 
件数 687 693 732 807 867 

金額 2,147,865 2,075,835 2,232,960 2,334,819 2,431,524 

 



 
外部資金の獲得状況（共同研究・受託研究） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



外部資金の獲得状況（寄付金・科学研究費補助金） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１０．４ 包括連携協定一覧 

 

№ 

包括連携

締結年月

日 

包 括 連 携 

の 名 称 

包括連携の 

相手方 
包括連携の目的 

担当部

署等 

1 
平成 16年 

9月 10日 

国立大学法人岡山

大学と中国飼料株

式会社およびイセ

食品株式会社との

包括的研究協力に

関する覚書 

中国飼料

（株) 

イセ食品

（株） 

それぞれの有する資源の相互利用

と密接な人的交流を通して得られ

た研究成果を広く社会に普及する

ことにより，地域産業の健全な発

展と共に健康促進に関する職の改

善に貢献 

研究交

流企画

課 

2 
平成 16年 

9月 10日 

岡山大学と岡山県

との間における文

化事業協力協定書 

岡山県 
岡山大学所蔵貴重資料およびデジ

タルデータ提供等 

学術情

報サー

ビス課 

3 
平成 17年 

2月 25日 

岡山大学と岡山市

との間における文

化事業協力協定書 

岡山市 
岡山大学附属図書館所蔵池田家 

文庫絵図類データの公開等 

学術情

報サー

ビス課 

4 
平成 17年 

3月 9日 

連携に関する包括

協定書 

中国銀行

（株） 

地域における互いの情報及びノウ

ハウを結びつけること等を通じて

相互の連携を強化し，もって相互

の発展並びに地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 

5 
平成 17年 

8月 2日 

国立大学法人岡山

大学と特定非営利

活動法人アムダと

の連携協力に関す

る協定書 

特定非営利

活動法人ア

ムダ 

国際社会貢献活動および人材育成

の推進等 

国際交

流課 

6 
平成 17年 

10月 6日 

連携に関する包括

協定書 

岡山県中小

企業団体中

央会 

地域における互いの情報及びノウ

ハウを結びつけること等を通じて

相互の連携を強化し，もって相互

の発展並びに地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 

7 
平成 18年 

2月 6日 

産学連携の協力推

進に係る協定書 

中小企業金

融公庫  

岡山支店 

地域における互いの情報およびノ

ウハウを結びつけること等を通じ

て相互の連携を強化し，もって相

互の発展並びに地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 



8 
平成 18年 

2月 28日 

国立大学法人岡山

大学と中国地方整

備局との包括的連

携・協力に関する

協定書 

国土交通省 

中国地方整

備局 

教育・研究面の向上，地域社会へ

の貢献と共に個性豊かで，元気に

暮らせる地域づくりの推進 

研究交

流企画

課 

9 
平成 18年 

3月 14日 

国立大学法人岡山

大学と同和鉱業株

式会社との包括的

研究協力に関する

協定書 

同和鉱業

（株） 

循環型社会の構築の発展と改善へ

の貢献 

研究交

流企画

課 

10 
平成 18年 

4月 4日 

包括的研究協力に

関する基本契約書 

三井造船

（株） 

教育研究の強化および究開発業務

の強化により研究成果を広く普及

させ社会に貢献 

研究交

流企画

課 

11 
平成 18年 

7月 26日 

国立大学法人岡山

大学と両備グルー

プとの包括的連携

協力に関する協定

書 

両備グルー

プ 

それぞれの有する資源の相互利用

と人的交流を通して得られた研究

成果を効果的に活用することによ

り，地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 

12 
平成 18年 

8月 4日 

国立大学法人岡山

大学と中国四国農

政局との包括的連

携・協力に関する

協定書 

中国四国農

政局 

教育・研究面の向上，地域社会へ

の貢献と共に食料の安定供給の確

保，農業の持続的発展及び農村の

振興に寄与 

研究交

流企画

課 

13 
平成 18年 

8月 29日 

国立大学法人岡山

大学とおかやま信

用金庫との連携に

関する包括協定書 

おかやま信

用金庫 

地域における互いの情報およびノ

ウハウを結びつけること等を通じ

て相互の連携を強化し，もって相

互の発展並びに地域の発展に寄与 

研究交

流企画

課 

14 
平成 19年 

3月 30日 

国立大学法人岡山

大学と株式会社ト

マト銀行との連携

に関する包括協定

書 

（株） 

トマト銀行 

地域における互いの情報およびノ

ウハウを結びつけること等を通じ

て相互の連携を強化し，もって相

互の発展並びに地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 

15 
平成 19年 

7月 24日 

国立大学法人岡山

大学と独立行政法

人日本原子力研究

開発機構との連携

協力に関する協定

書 

日本原子力

研究開発機

構 

双方の有する研究施設，研究成果，

人材等を活かし，連携協力するこ

とによって，相互の研究及び人材

育成の充実を図る 

研究交

流企画

課 



16 
平成 19年 

9月 5日 

国立大学法人岡山

大学研究推進・産

学官連携機構と社

団法人中小企業診

断協会岡山県支部

との産学連携の協

力推進に係る協定

書 

中小企業診

断協会岡山

県支部 

相互に協力して大学の研究成果等

を地域社会に一層円滑に還元する

ことおよび緊密な情報交換等を行

うことにより，地域の産学連携を

推進し地域社会の発展に貢献する 

研究交

流企画

課 

17 
平成 20年 

1月 29日 

国立大学法人岡山

大学とＮＴＴアド

バンステクノロジ

株式会社との連携

に関する包括協定

書 

ＮＴＴアド

バンステク

ノロジ（株） 

情報通信分野における互いの情報

およびノウハウを結び付けること

等を通じて相互の連携を強化し，

もって相互の発展並びに地域の発

展に貢献する 

情報企

画課 

18 
平成 20年 

5月 14日 

国立大学法人岡山

大学と独立行政法

人国立高等専門学

校機構津山工業高

等専門学校との包

括的連携・協力に

関する協定書 

独立行政法

人国立高等

専門学校機

構津山工業

高等専門学

校 

包括的に連携・協力して，教育お

よび研究の推進並びに地域と世界

の発展に寄与する 

総務課 

19 
平成 20年 

6月 23日 

国立大学法人岡山

大学と学校法人加

計学園岡山理科大

学との包括的連

携・協力に関する

協定書 

学校法人加

計学園岡山

理科大学 

互いにより緊密かつ組織的な連

携・協力体制を築くことにより，

両者の広範囲な教育・研究の推進

および地域社会への貢献に寄与す

る 

総務課 

20 
平成 21年 

3月 26日 

国立大学法人岡山

大学と岡山市との

保健医療連携に関

する協定書 

岡山市 

岡山地域における最適な地域医療

体制の構築等を進めることによ

り，市民の安全と安心を支え，さ

らに，岡山市が中四国の広域圏の

人々の幸せに貢献する総合福祉の

拠点都市となることを目指すもの

とする。本協定は，大学と市がこ

の目標を実現するために，相互の

資源を有効に活用し，全国に類例

のない強固な連携体制のもとで協

力することを目的とするものとす

る 

総務課 

病院事

務部 

21 
平成 21年 

3月 31日 

国立大学法人岡山

大学と独立行政法

人産業技術総合研

究所との連携・協

力に関する協定書 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

研究開発・人材育成・成果の社会

還元等，相互協力が可能な事項に

ついて，具体的な連携・協力を効

果的に実施することにより，我が

国の学術及び産業技術の振興に寄

与する                                

研究交

流企画

課 



22 
平成 21年 

10月 1日 

国立大学法人岡

山大学とナカシ

マホールディン

グス株式会社と

の連携・協力に関

する協定書 

ナ カ シ マ

ホ ー ル デ

ィ ン グ ス

（株） 

それぞれの有する資源の相互利用

と緊密な人的交流を通して得られ

た研究成果を効果的に活用するこ

とにより，学術研究の振興と研究成

果の社会活用の推進に貢献する 

研究交

流企画

課 

23 
平成 22年 

2月 9日 

国立大学法人岡

山大学とサンス

ター株式会社と

の包括的研究協

力に関する協定

書 

サ ン ス タ

ー（株） 

それぞれの有する資源の相互利用

と緊密な人的交流を通して得られ

た研究成果を効果的に活用するこ

とにより，学術研究の振興と研究成

果の社会活用の推進に貢献する 

研究交

流企画

課 

24 
平成 22年

7月 1日 

農業とその関連分

野に係る包括連携

協定書 

岡山県農業

協同組合中

央会       

農林水産省

中国四国農

政局      

岡山県        

農業とその関連分野における各種

施策の推進，試験研究，知識・技

術の交流等の取組において，相互

の連携を強化し，もって地域活力

の向上と岡山県農業の一層の発展

を図る 

研究交

流企画

課 

25 
平成 22年

12 月 1日 

国立大学法人岡山

大学と株式会社ク

ラレとの連携・協

力に関する協定書 

（株） 

クラレ 

それぞれの有する資源の相互利用

と緊密な人的交流を通して得られ

た研究成果を効果的に活用するこ

とにより，学術研究の振興と研究

成果の社会活用の推進に貢献する 

研究交

流企画

課 

26 
平成 24年

1月 12日 

株式会社山陽新聞

社と国立大学法人

岡山大学との包括

的連携協力に関す

る協定書 

株式会社山

陽新聞社 

包括的に連携・協力して教育・研

究の推進並びに地域社会の発展に

寄与する 

総務課 

27 
平成 24年

11月14日 

国立大学法人岡山

大学と独立行政法

人医薬品医療機器

総合機構との教育

研究についての連

携・協力に関する

協定書 

独立行政法

人医薬品医

療機器総合

機構 

教育研究の一層の充実を図るとと

もに、相互の研究交流等を促進し、

もって学術及び科学技術の発展及

び国民の健康・安全の向上に寄与

する 

学務企

画課 

 



１０．５ 大学発ベンチャー企業一覧 

  企業名 
設立 

年月 

設立者又は

本学関係者 

起業時の役

職名 

起業時の本

学での役職 
業 務 内 容 

1 
（株）ピー・

エム・ジェー 

H１（1989）

年 10月 
渡辺 達夫 なし 

大学院医歯

学総合研究

科 教授 

歯ブラシの製造・販売 

2 
（株）ティエ

ステ 

H8(1996) 

年 12月 
岡  宏徳 

代表 

取締役 

歯学部 助

手 

口腔ケア，エステ商品のグッ

ズの開発と販売およびそれに

関する業務 

3 
（株）創造化

学研究所 

H10(1998) 

年 5月 
鳥居  滋 

代表 

取締役 

工学部 名

誉教授 

有機溶媒回収機器の製造販

売，有機合成関係のコンサル

ティング 

4 
（株）ビーク

ル 

H14(2002) 

年 8月 
妹尾 昌治 取締役 

大学院自然

科学研究科  

助教授 

バイオナノカプセルを用いる

遺伝子治療法及びＤＤＳ法に

関する研究開発，製造販売，

ライセンシング，技術指導 

5 
（有）Ｔ・I

研究所 

H15(2003) 

年 4月 
高島 征助 

代表 

取締役 

元 工学部 

教授 

健康，環境，美容医学関連機

器の開発および水，空気等の

生活環境の簡易浄化装置の開

発，機器の試作 

6 

オンコリス

バイオファ

ーマ（株） 

H16(2004) 

年 3月 

田中 紀章 取締役 

大学院医歯

学総合研究

科 教授 
正常細胞を損なわずガン細胞

だけを死滅させる新しい治療

薬「ガン破壊ウィルス『テロ

メライシン』」の開発 藤原 俊義 取締役 

医学部・歯

学部附属病

院 遺伝

子・細胞治

療センター 

助教授 

7 

（株）プロセ

ッシング技

術研究所 

H16(2004) 

年 3月 

田中 善之

助 

代表 

取締役 

工学部 名

誉教授 

社会要請の変化に伴う，新し

いエネルギー，環境，資源等

を考慮した種々のプロセッシ

ング技術の開発，教育，企業

家への助言 

8 
ライトメデ

ィカル（有） 

H16(2004) 

年 8月 
橋詰 博行 

代表 

取締役 

大学院医歯

学総合研究

科 助教授 

医療用機械器具の企画，開発，

製造，販売および医療用衣類，

寝具の製造，販売等 

9 

（株）アスコ

ルバイオ研

究所 

H16(2004) 

年 9月 
山本 格 

代表 

取締役 

薬学部 教

授 

健康食品，化粧品，医薬品等

の販売および開発 

 



10 
（有）のぞみ

ふぁーむ 

H17(2005) 

年 2月 
吉田 裕一 取締役 

農学部 助

教授 

イチゴ，トマトなど施設栽培

農産物の生産・加工・販売お

よび農産物の施設栽培技術指

導とコンサルティング等 

11 

（株）岡山エ

コエネルギ

ー技術研究

所 

H17(2005) 

年 2月 
稲葉 英男 

代表 

取締役 

工学部 教

授 
エネルギー関連の技術相談 

12 

（株）JAPAN 

MAGGOT 

COMPANY 

H17(2005) 

年 4月 
三井 秀也 

代表 

取締役 

大学院医歯

学総合研究

科 助手 

医療用蛆虫の研究，開発，製

造，販売等 

13 

岡山大麦ゲ

ノムテクノ

ロジー（株） 

H17(2005) 

年 4月 

武田 和義 
取締役・会

長 

資源生物科

学研究所 

教授・所長 

①染色体，長腕，短腕単位等

の遺伝子標識販売業務および

研究支援 

   

佐藤 和広 
代表 

取締役 

資源生物科

学研究所 

助教授 

②遺伝子標識開発支援業務 

その他 

14 
（有）プロテ

オセラピー 

H17(2005) 

年 8月 
松井 秀樹 取締役 

大学院医歯

薬学総合研

究科 教授 

①医薬品・化粧品の開発並び

に製造販売 

②蛋白質導入法を利用した研

究試薬開発等 

15 
（株）免疫工

学研究所 

H18(2006) 

年 6月 
大森  齊 

代表 

取締役 

大学院自然

科学研究科  

教授 

①医薬品および研究用試薬の

研究及び開発 

②医療，製薬に関する情報提

供サービス業，情報処理サー

ビス業等 

16 
合名会社 

Bio-Dixam 

H18(2006) 

年 11月 
松原 長秀 

業務執行社

員 

大学院医歯

薬学総合研

究科   

助手 

①医療技術の研究および開発 

②医療技術および医療機器の

販売等 

17 
（株）廃棄物

工学研究所 

H19(2007) 

年 4月 
田中 勝 

代表取締役

所長 

廃棄物マネ

ジメント研

究センター  

教授 

①廃棄物マネジメントに関す

る指導，コンサルティング，

教育 

②廃棄物処理・再資源化等に

関する情報サービス 

18 
株式会社 

Neo-Cel 

H19(2007) 

年 4月 
小林 直哉 取締役 

医学部・歯

学部附属病

院 講師 

ＥＳ細胞から分離誘導したイ

ンシュリン産出細胞の製造販

売 

19 

合同会社応

用解析テク

ノロジー 

H19(2007) 

年 7月 
水藤 寛 代表社員 

廃棄物マネ

ジメント研

究センター 

准教授 

①数値シミュレーションによ

る現象解析・最適化のための

ソフトウェア開発 

②開発ソフトウェアの販売，

サポート 



20 
桃太郎源株

式会社 

H19(2007) 

年 8月 

公文 裕巳 取締役 

大学院医歯

薬学総合研

究科 教授 

① バイオテクノロジー・医療

に関する研究開発・事業開発

業務 

那須 保友 取締役 

大学院医歯

薬学総合研

究科    

准教授 

② バイオテクノロジー・医療

に関する製品の製造・販売業

務 

21 

バイオシス

テムメディ

カルテクノ

ロジー 

H19(2007) 

年 8月 
小山 尹誉  

代表 

取締役 

大学院医歯

薬学総合研

究科  

細胞培養器の製造，人工臓器

用モジュールの製造，自動細

胞培養システムの製造 

株式会社 

22 

（株）ティ

ー・ケイ・ア

イ 

H19(2007) 

年 10月 

冨田 栄二 
代表取締役

社長 

大学院自然

科学研究科 

教授 

①計測機器の研究，開発，製

造，販売，輸出入およびこれ

らに関するコンサルティング 

河原 伸幸 取締役 

大学院自然

科学研究科 

准教授 

②エネルギー・環境・医療・

バイオに関する機器開発，製

造，販売，輸出入およびコン

サルティング 

23 
株式会社ク

レオフーガ 

H19(2007) 

年 10月 
西尾周一郎 

代表 

取締役 

経済学部 

卒業生 

音楽ウエブサービス展開のた

めのシステム開発 

24 

Ｅ＆Ｄテク

ノデザイン

株式会社 

H19(2007) 

年 12月 
竹宮 宏和 

代表 

取締役 

大学院環境

学研究科 

教授 

｢WIB工法｣による耐震，防震設

計サービスの提供。｢WIB工法｣

の普及 

25 

M＆Ｇ ケマ

テックスジ

ャパン（株） 

H20(2008) 

年 9月 
本水 昌二 なし 

大学院自然

科学研究科 

教授 

①科学技術・分析技術に基づ

く環境改善，環境保全等に関

するコンサルタント                

②分析・計測技術及び装置の

設計・開発と関連装置・関連

製品の製造販売 

26 

(株)グライ

コポリマー

サイエンス 

H24(2012) 

年 6月 
高柴 正悟 

代表 

取締役 

大学院医歯

薬学総合研

究科 教授 

口腔ケア剤の研究開発，製造，

販売 

27 
(株)コロイ 

ダル・インク  

H24(2012) 

年 8月 
金原 正幸 

代表取締役

社長 

異分野融合

先端研究 

コア 助教

（特任） 

導電性無機ナノ粒子の開発と 

販売 

28 
(株)仁科 

マテリアル  

H24(2012) 

年 11月 
仁科 勇太 

代表取締役

社長 

異分野融合

先端研究 

コア 助教

（特任） 

日本が技術的に遅れているグ

ラフェン系材料を国内の企業

や大学等にスムーズに提供 

 

 



編集後記 

 

「継続は力なり」この言葉は，大正から昭和初期に広島で活動した住岡夜晃と言う宗教家が自

身の「讃嘆の詩」の中で『一心に一本道を歩み続ける』ことの大切さを説いたものです。 

いったん田畑を放置すると農作物を育てられなくなるのと同じように，何事の世界でも継続と

進化は重要であり，これを放棄してしまうと長年蓄積してきた経験やノウハウを失うと同時に人

材までも失ってしまいます。 

2013 年１月，『光合成における水分解・酸素発生の分子機構の解明』で朝日賞を受賞された沈 建

仁教授の研究などは，1990年代から『一心に一本道を歩み続けてきた』成果ではないかと思いま

す。 

機構の事業の中でも「岡大サイエンスカフェ」という社会連携事業が，2012年度に開催 35回目

を迎えました。その一区切りとして，この年報と同時に「岡大サイエンスカフェの足跡」という

冊子が発行されます。この事業は，7 年前に開始され今後も継続されます。 

現在，科学技術や産業分野をはじめとして，様々な分野で「創造的破壊」ともいえるイノベー

ションが問われています。その一方で，地味な言葉ではありますが「継続する」ことの重要性も

再認識しておく必要があるように思われます。 

さて，「研究推進産学官連携機構年報 2012」をお届けします。この年報は，2008年度の組織改

正で産学官融合センターに代わって研究推進産学官連携機構が学内の産学官連携組織となり，今

回の年報が第 5号となります。目次構成は，第 1号から大きな変化はありませんが，それぞれの

本部・センターが行っている事業・行事等は，領域の拡大とともに，着実に実績を重ねているこ

とを読み取っていただけるものと思います。まさに，「継続は力なり」を地で行った 2012年では

なかったかと思います。 

                                   (K) 
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